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〔
判
示
事
項
〕

一　

事
業
を
譲
り
受
け
た
会
社
が
事
業
を
実
際
に
行
っ
て
い
る
こ
と

を
示
す
客
観
的
証
拠
が
全
く
な
く
、
か
つ
、
事
業
譲
渡
契
約
後
も

事
業
を
譲
渡
し
た
者
が
事
業
に
深
く
関
わ
っ
て
き
た
こ
と
に
鑑
み

れ
ば
、
信
義
則
上
、
事
業
譲
渡
契
約
が
あ
る
こ
と
を
主
張
す
る
こ

と
は
で
き
な
い
。

二　

被
写
体
の
影
が
な
く
、
背
景
が
白
で
あ
る
な
ど
の
特
徴
が
あ
る

こ
と
、
同
種
製
品
を
色
が
虹
を
想
起
せ
し
め
る
グ
ラ
デ
ー
シ
ョ
ン

と
な
る
よ
う
に
整
然
と
並
べ
る
な
ど
の
工
夫
が
凝
ら
さ
れ
て
い
る

こ
と
、
マ
ッ
ト
等
を
ほ
ぼ
真
上
か
ら
撮
影
し
た
も
の
で
、
生
地
の

信
義
則
上
、事
業
譲
渡
契
約
の
主
張
が
認
め
ら
れ
ず
、製
品
写

真
の
著
作
権
の
侵
害
並
び
に
標
章
の
タ
イ
ト
ル
タ
グ
・
メ
タ

タ
グ
と
し
て
の
使
用
に
よ
る
商
標
権
侵
害
及
び
不
正
競
争
防

止
法
違
反
が
あ
っ
た
と
し
て
、写
真
の
掲
載
及
び
標
章
の
使

用
の
差
止
め
は
認
め
ら
れ
た
が
、商
標
権
侵
害
及
び
不
正
競

争
防
止
法
違
反
に
基
づ
く
損
害
賠
償
請
求
が
棄
却
さ
れ
、著

作
権
侵
害
に
基
づ
く
損
害
賠
償
の
み
が
認
め
ら
れ
た
事
例

〔
商
法　

五
六
二
〕

︶

︵
東
京
地
裁
平
成
二
七
年
一
月
二
九
日
判
決

平
成
二
四
年
ワ
第
二
一
〇
六
七
号

著
作
権
侵
害
差
止
等
請
求
事
件

一
部
認
容
、
一
部
棄
却　

確
定

判
例
時
報
二
二
四
九
号
八
六
頁

判
例
研
究
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質
感
が
看
取
で
き
る
よ
う
撮
影
方
法
に
工
夫
が
凝
ら
さ
れ
て
い
る

こ
と
に
よ
り
、
原
色
を
多
用
し
た
色
彩
豊
か
な
製
品
を
白
い
背
景

と
の
コ
ン
ト
ラ
ス
ト
の
中
で
鮮
や
か
に
浮
か
び
上
が
ら
せ
る
効
果

を
生
み
、
広
告
写
真
と
し
て
の
統
一
感
を
出
し
、
商
品
の
特
性
を

消
費
者
に
視
覚
的
に
伝
え
る
も
の
と
な
っ
て
い
る
写
真
に
つ
い
て

は
創
作
性
を
認
め
る
こ
と
が
で
き
、
著
作
物
で
あ
る
と
認
め
ら
れ

る
。

三　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
検
索
エ
ン
ジ
ン
の
検
索
結
果
に
お
い
て
表

示
さ
れ
る
ウ
ェ
ブ
ペ
ー
ジ
の
説
明
は
、
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
の
概
要
等

を
示
す
広
告
で
あ
る
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
か
ら
、
こ
れ
が
表
示

さ
れ
る
よ
う
に
ｈ
ｔ
ｍ
ｌ
フ
ァ
イ
ル
に
メ
タ
タ
グ
な
い
し
タ
イ
ト

ル
タ
グ
を
記
載
す
る
こ
と
は
、
役
務
に
関
す
る
広
告
を
内
容
と
す

る
情
報
を
電
磁
的
方
法
に
よ
り
提
供
す
る
行
為
に
当
た
り
、
ま
た
、

検
索
エ
ン
ジ
ン
の
検
索
結
果
に
お
い
て
、
サ
イ
ト
の
内
容
の
説
明

文
な
い
し
概
要
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
タ
イ
ト
ル
と
し
て
表
示
さ
れ
る

こ
と
が
小
売
業
務
の
出
所
等
を
表
示
し
、
顧
客
を
サ
イ
ト
に
ア
ク

セ
ス
す
る
よ
う
誘
引
す
る
の
で
あ
る
か
ら
、
メ
タ
タ
グ
な
い
し
タ

イ
ト
ル
タ
グ
と
し
て
の
使
用
は
、
商
標
的
使
用
に
当
た
る
と
い
う

こ
と
が
で
き
る
。

四　

各
写
真
の
著
作
物
使
用
料
相
当
額
に
つ
い
て
は
、
広
告
写
真
と

し
て
の
創
作
性
の
程
度
が
比
較
的
低
い
こ
と
や
、
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

に
お
け
る
デ
ー
タ
変
更
の
容
易
性
等
に
鑑
み
れ
ば
、
一
著
作
物
当

た
り
一
〇
〇
〇
円
と
認
め
る
の
が
相
当
で
あ
り
、
各
文
章
等
の
著

作
物
使
用
料
相
当
額
に
つ
い
て
は
、
公
式
サ
イ
ト
で
あ
る
か
の
よ

う
な
外
観
を
作
出
す
る
と
い
う
点
に
お
い
て
極
め
て
重
要
な
も
の

で
あ
る
と
考
え
ら
れ
、
各
文
章
等
の
創
作
性
の
程
度
が
比
較
的
高

い
こ
と
や
、
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
に
お
け
る
デ
ー
タ
変
更
の
容
易
性
等

に
鑑
み
れ
ば
、
一
著
作
物
当
た
り
三
〇
〇
〇
円
と
認
め
る
の
が
相

当
で
あ
る
。
ま
た
、
商
標
法
三
八
条
二
項
、
不
正
競
争
防
止
法
五

条
二
項
に
い
う
損
害
の
額
が
認
め
ら
れ
る
た
め
に
は
、
権
利
者
に
、

侵
害
行
為
が
な
か
っ
た
な
ら
ば
利
益
が
得
ら
れ
た
で
あ
ろ
う
と
い

う
事
情
等
損
害
の
発
生
の
基
礎
と
な
る
事
情
が
存
在
す
る
必
要
が

あ
る
。

〔
参
照
条
文
〕

民
法
一
条
二
項
、
不
正
競
争
防
止
法
二
条
、
五
条
、
商
標
法
二
条
、

二
六
条
、
三
六
条
、
三
七
条
、
三
八
条
、
著
作
権
法
二
条
、
二
一
条
、

二
三
条
、
二
七
条

〔
事
　
実
〕

一　

Ｘ
は
、
平
成
二
二
年
一
月
以
降
、「IK

EA
®

」
と
題
す
る
ウ
ェ

ブ
サ
イ
ト
︵
以
下
「
Ｘ
サ
イ
ト
」
と
い
う
。︶
や
Ｘ
の
フ
ラ
ン
チ
ャ

イ
ジ
ー
の
店
舗
︵
以
下
「
イ
ケ
ア
ス
ト
ア
」
と
い
う
。︶
に
お
い
て
、

イ
ケ
ア
ス
ト
ア
で
販
売
さ
れ
て
い
る
製
品
︵
以
下
「
Ｘ
製
品
」
と
い
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う
。︶
等
に
係
る
Ｘ
の
製
品
を
撮
影
し
た
写
真
︵
以
下
「
Ｘ
各
写
真
」

と
い
う
。︶
並
び
に
Ｘ
製
品
の
コ
ン
セ
プ
ト
等
を
表
し
た
文
章
及
び

写
真
︵
以
下
「
Ｘ
各
文
章
等
」
と
い
う
。︶
を
掲
載
、
展
示
し
て
い

る
。

　

Ｘ
各
文
章
等
は
創
作
性
の
認
め
ら
れ
る
著
作
物
で
あ
り
、
Ｘ
は
、

Ｘ
各
写
真
及
び
Ｘ
各
文
章
等
の
著
作
権
者
で
あ
る
。

　

Ｘ
の
フ
ラ
ン
チ
ャ
イ
ジ
ー
は
、
日
本
に
お
い
て
、
Ｘ
サ
イ
ト
を
公

式
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
と
し
て
運
営
し
て
い
る
が
、
通
信
販
売
は
し
て
い

な
い
。

二　

Ｘ
は
、
左
の
商
標
権
︵
以
下
、
併
せ
て
「
本
件
各
商
標
権
」
と

い
い
、
こ
れ
ら
に
係
る
登
録
商
標
を
「
本
件
各
商
標
」
と
い
う
。︶

を
有
し
て
い
る
。

　

本
件
商
標
権
一

　
　

出
願
年
月
日　

平
成
一
九
年
四
月
二
日

　
　

登
録
年
月
日　

平
成
二
一
年
一
月
一
六
日

　
　

登
録
番
号　

第
五
一
九
七
七
二
六
号

指
定
商
品
・
役
務　

三
五
類　

織
物
及
び
寝
具
類
の
小
売
又
は

卸
売
の
業
務
に
お
い
て
行
わ
れ
る
顧
客
に
対
す
る
便
益
の
提

供
、
飲
食
料
品
の
小
売
又
は
卸
売
の
業
務
に
お
い
て
行
わ
れ

る
顧
客
に
対
す
る
便
益
の
提
供
、
酒
類
の
小
売
又
は
卸
売
の

業
務
に
お
い
て
行
わ
れ
る
顧
客
に
対
す
る
便
益
の
提
供
、
食

肉
の
小
売
又
は
卸
売
の
業
務
に
お
い
て
行
わ
れ
る
顧
客
に
対

す
る
便
益
の
提
供
、
食
用
水
産
物
の
小
売
又
は
卸
売
の
業
務

に
お
い
て
行
わ
れ
る
顧
客
に
対
す
る
便
益
の
提
供
、
菓
子
及

び
パ
ン
の
小
売
又
は
卸
売
の
業
務
に
お
い
て
行
わ
れ
る
顧
客

に
対
す
る
便
益
の
提
供
、
清
涼
飲
料
及
び
果
実
飲
料
の
小
売

又
は
卸
売
の
業
務
に
お
い
て
行
わ
れ
る
顧
客
に
対
す
る
便
益

の
提
供
、
コ
ー
ヒ
ー
の
小
売
又
は
卸
売
の
業
務
に
お
い
て
行

わ
れ
る
顧
客
に
対
す
る
便
益
の
提
供
、
加
工
食
料
品
の
小
売

又
は
卸
売
の
業
務
に
お
い
て
行
わ
れ
る
顧
客
に
対
す
る
便
益

の
提
供
、
家
具
の
小
売
又
は
卸
売
の
業
務
に
お
い
て
行
わ
れ

る
顧
客
に
対
す
る
便
益
の
提
供
、
電
気
機
械
器
具
類
の
小
売

又
は
卸
売
の
業
務
に
お
い
て
行
わ
れ
る
顧
客
に
対
す
る
便
益

の
提
供
、
手
動
利
器
・
手
動
工
具
及
び
金
具
の
小
売
又
は
卸

売
の
業
務
に
お
い
て
行
わ
れ
る
顧
客
に
対
す
る
便
益
の
提
供
、

台
所
用
品
・
清
掃
用
具
及
び
洗
濯
用
具
の
小
売
又
は
卸
売
の

業
務
に
お
い
て
行
わ
れ
る
顧
客
に
対
す
る
便
益
の
提
供
、
花

及
び
木
の
小
売
又
は
卸
売
の
業
務
に
お
い
て
行
わ
れ
る
顧
客

に
対
す
る
便
益
の
提
供
、
印
刷
物
の
小
売
又
は
卸
売
の
業
務

に
お
い
て
行
わ
れ
る
顧
客
に
対
す
る
便
益
の
提
供
、
紙
類
及

び
文
房
具
類
の
小
売
又
は
卸
売
の
業
務
に
お
い
て
行
わ
れ
る

顧
客
に
対
す
る
便
益
の
提
供
、
お
も
ち
ゃ
・
人
形
及
び
娯
楽
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用
具
の
小
売
又
は
卸
売
の
業
務
に
お
い
て
行
わ
れ
る
顧
客
に

対
す
る
便
益
の
提
供
、
時
計
の
小
売
又
は
卸
売
の
業
務
に
お

い
て
行
わ
れ
る
顧
客
に
対
す
る
便
益
の
提
供

　
　

登
録
商
標
︵
標
準
文
字
︶　

Ｉ
Ｋ
Ｅ
Ａ

　

本
件
商
標
権
二

　
　

出
願
年
月
日　

昭
和
五
五
年
四
月
三
日

　
　

登
録
年
月
日　

昭
和
五
八
年
︵
一
九
八
三
年
︶
一
一
月
二
五
日

　
　

登
録
番
号　

第
一
六
三
四
二
四
七
号

　
　

指
定
商
品
・
役
務

六
類　

金
属
製
靴
ぬ
ぐ
い
マ
ッ
ト
、
金
属
製
立
て
看
板
、
金

属
製
の
可
搬
式
家
庭
用
温
室

一
六
類　

紙
製
テ
ー
ブ
ル
ク
ロ
ス

一
九
類　

灯
ろ
う
、
可
搬
式
家
庭
用
温
室
︵
金
属
製
の
も
の

を
除
く
。︶

二
〇
類　

家
具
、
屋
内
用
ブ
ラ
イ
ン
ド
、
す
だ
れ
、
装
飾
用

ビ
ー
ズ
カ
ー
テ
ン
、
つ
い
立
て
、
び
ょ
う
ぶ
、
ベ
ン
チ
、
ア

ド
バ
ル
ー
ン
、
人
工
池

二
一
類　

花
瓶
及
び
水
盤
︵
基
金
属
製
の
も
の
を
除
く
。︶、

風
鈴
、
香
炉

二
二
類　

天
幕
、
日
覆
い

二
四
類　

織
物
製
い
す
カ
バ
ー
、
織
物
製
壁
掛
け
、
カ
ー
テ

ン
、
テ
ー
ブ
ル
掛
け
、
ど
ん
帳

二
六
類　

造
花
の
花
輪

二
七
類　

敷
物

三
一
類　

生
花
の
花
輪

　
　

登
録
商
標　

イ
ケ
ア　

　

本
件
各
商
標
は
、
Ｙ
に
と
っ
て
他
人
の
商
品
等
表
示
に
当
た
り
、

遅
く
と
も
平
成
二
二
年
一
月
に
は
周
知
、
著
名
で
あ
っ
た
。

三　

Ｙ
は
、
平
成
二
一
年
一
二
月
こ
ろ
ま
で
に
、
ド
メ
イ
ン
名

「IK
EA
-ST
O
RE.JP

」︵
以
下
「
旧
ド
メ
イ
ン
名
」
と
い
う
。︶
を

使
用
し
た
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
︵
以
下
「
Ｙ
サ
イ
ト
」
と
い
う
。
当
時
の

名
称
は
「
Ｉ
Ｋ
Ｅ
Ａ
Ｓ
Ｔ
Ｏ
Ｒ
Ｅ
」
で
あ
り
、
そ
の
後
、「
Ｓ
Ｔ
Ｏ

Ｒ
Ｅ
」
と
改
称
さ
れ
た
。︶
に
つ
き
、
少
な
く
と
も
Ｙ
サ
イ
ト
の
製

品
写
真
︵
以
下
「
Ｙ
各
写
真
」
と
い
う
。︶
及
び
Ｙ
サ
イ
ト
の
文
章
、

写
真
︵
以
下
「
Ｙ
各
文
章
等
」
と
い
い
、
Ｙ
各
写
真
と
併
せ
て
「
本

件
写
真
等
」
と
い
う
。︶
の
一
部
を
含
む
電
子
フ
ァ
イ
ル
を
制
作
し
、

サ
ー
バ
ー
に
蔵
置
し
て
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
り
送
信
し
た
︵
Ｙ
本

人
︶。

　

Ｙ
は
、
少
な
く
と
も
平
成
二
一
年
一
二
月
こ
ろ
か
ら
平
成
二
二
年

一
一
月
八
日
ま
で
、
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
を
通
じ
て
消
費
者
か
ら
Ｘ
製
品

の
注
文
を
募
り
、
イ
ケ
ア
ス
ト
ア
で
Ｘ
製
品
を
購
入
し
て
梱
包
、
発

送
し
、
注
文
し
た
消
費
者
に
転
売
す
る
買
物
代
行
事
業
︵
以
下
「
Ｙ
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サ
イ
ト
事
業
」
と
い
う
。︶
を
営
ん
で
い
た
。

　

平
成
二
三
年
一
二
月
八
日
付
け
Ｙ
サ
イ
ト
は
、
旧
ド
メ
イ
ン
名
か

ら
「ST

O
RE051.CO

M

」︵
以
下
「
新
ド
メ
イ
ン
名
」
と
い
う
。︶

に
転
送
処
理
さ
れ
、
新
ド
メ
イ
ン
名
で
運
営
さ
れ
て
い
た
。
平
成
二

四
年
五
月
一
五
日
な
い
し
同
月
三
一
日
こ
ろ
の
Ｙ
サ
イ
ト
に
は
、
本

件
写
真
等
の
全
て
が
掲
載
さ
れ
て
い
た
。

　

Ｙ
は
、
平
成
二
二
年
七
月
二
九
日
、
Ｙ
サ
イ
ト
を
表
示
す
る
た
め

の
ｈ
ｔ
ｍ
ｌ
フ
ァ
イ
ル
に
、
タ
イ
ト
ル
タ
グ
と
し
て
、「<title>

【IK
EA
 ST
O
RE

】
イ
ケ
ア
通
販</title>

」
と
記
載
し
、
メ
タ
タ

グ
と
し
て
、「<m

eta nam
e=

”Description
” content=

“【IK
EA
 

ST
O
RE

】IK
EA
通
販
で
す

。カ
タ
ロ
グ
に
あ
る
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン

製
輸
入
家
具
・
雑
貨
イ
ケ
ア
の
通
販
サ
イ
ト
で
す

。”/>

」
と
記
載

し
て
い
た
︵
Ｙ
本
人
︶。

　

平
成
二
四
年
七
月
こ
ろ
及
び
平
成
二
五
年
三
月
こ
ろ
の
Ｙ
サ
イ
ト

を
表
示
す
る
た
め
の
ｈ
ｔ
ｍ
ｌ
フ
ァ
イ
ル
に
は
、
タ
イ
ト
ル
タ
グ
と

し
て
、「<title> IK
EA

【ST
O
RE

】イ
ケ
ア
通
販
</title>

」
と

記
載
さ
れ
、
メ
タ
タ
グ
と
し
て
、「<m

eta nam
e=

”Description

”

content=

“イ
ケ
ア
通
販

【ST
O
RE

】IK
EA
通
販
で
す
。
期
間
限

定
‼
最
大
一
万
円
割
引
ク
ー
ポ
ン
を
商
品
ご
購
入
者
様
、
全
員
に
プ

レ
ゼ
ン
ト
‼
カ
タ
ロ
グ
に
あ
る
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
製
輸
入
家
具
・
雑
貨

イ
ケ
ア
の
通
販
サ
イ
ト
で
す

。IK
EA
で
は
ハ
イ
デ
ザ
イ
ン
と
機
能

性
を
兼
ね
そ
な
え
た
商
品
を
幅
広
く
揃
え
て
い
ま
す

。>

」
と
記
載

さ
れ
て
い
た
。

　

こ
れ
ら
の
タ
イ
ト
ル
タ
グ
や
メ
タ
タ
グ
の
記
載
の
結
果
、
検
索
エ

ン
ジ
ン
で
「
Ｉ
Ｋ
Ｅ
Ａ
」、「
イ
ケ
ア
」
と
キ
ー
ワ
ー
ド
検
索
す
る
と
、

検
索
結
果
の
一
覧
が
表
示
さ
れ
る
ペ
ー
ジ
に
お
い
て
、
Ｙ
サ
イ
ト
は
、

上
記
各
タ
イ
ト
ル
タ
グ
及
び
メ
タ
タ
グ
の
内
容
の
と
お
り
表
示
さ
れ

て
い
た
。

四　

Ｙ
各
写
真
は
、
Ｘ
各
写
真
と
同
一
で
あ
る
。
Ｙ
各
文
章
等
は
、

Ｘ
各
文
章
等
と
同
一
で
あ
る
か
、
そ
の
表
現
上
の
本
質
的
な
特
徴
の

同
一
性
が
維
持
さ
れ
て
い
る
。

　

Ｙ
サ
イ
ト
は
家
具
な
ど
の
小
売
り
を
行
う
た
め
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

で
あ
り
、
本
件
各
商
標
権
の
指
定
商
品
、
役
務
に
類
似
す
る
。

五　

Ｘ
は
、
平
成
二
二
年
二
月
二
三
日
付
け
で
、
Ｙ
サ
イ
ト
の
運
営

統
括
責
任
者
に
対
し
て
、
Ｙ
サ
イ
ト
の
運
営
を
中
止
す
る
こ
と
を
求

め
る
通
知
を
送
付
し
た
。

　

Ｙ
は
、
Ｙ
サ
イ
ト
の
代
表
者
と
し
て
、
Ｘ
と
の
間
で
Ｙ
サ
イ
ト
の

是
正
交
渉
を
行
い
、
平
成
二
二
年
五
月
五
日
付
け
念
書
に
署
名
押
印

し
、
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
名
等
や
ド
メ
イ
ン
名
に
お
い
て
「
Ｉ
Ｋ
Ｅ
Ａ
」

と
同
一
又
は
類
似
の
文
字
等
を
含
む
名
称
、
表
示
を
用
い
な
い
こ
と
、

Ｘ
が
著
作
権
を
有
す
る
Ｘ
製
品
の
画
像
等
の
使
用
を
中
止
す
る
こ
と
、

今
後
も
一
切
同
種
侵
害
行
為
を
行
わ
な
い
こ
と
等
を
約
束
し
た
。
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六　

Ｙ
は
、
平
成
二
二
年
一
一
月
九
日
付
け
で
、
ク
ラ
シ
ッ
ク
社
と

の
間
で
、
旧
ド
メ
イ
ン
名
を
含
む
Ｙ
サ
イ
ト
事
業
を
譲
渡
す
る
こ
と

を
内
容
と
す
る
事
業
譲
渡
契
約
書
を
作
成
し
た
︵
以
下
「
本
件
事
業

譲
渡
契
約
」
と
い
う
。︶。

　

平
成
二
二
年
一
一
月
一
二
日
付
け
で
、
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
デ
ラ

ウ
ェ
ア
州
に
お
い
て
ク
ラ
シ
ッ
ク
社
が
設
立
さ
れ
た
。

　

Ｙ
は
、
同
日
付
け
で
、
Ｘ
に
対
し
、
Ｙ
サ
イ
ト
事
業
を
ク
ラ
シ
ッ

ク
社
に
譲
渡
し
て
Ｙ
は
無
関
係
に
な
っ
た
の
で
、
今
後
は
、
ク
ラ

シ
ッ
ク
社
の
Ｃ
Ｅ
Ｏ
で
あ
る
Ｂ
︵
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
は
、〈
省
略
〉.

jp

︶
と
交
渉
す
る
よ
う
通
知
し
た
。

　

Ｘ
は
、
平
成
二
二
年
一
二
月
六
日
以
降
、
上
記
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス

を
通
じ
て
Ｙ
サ
イ
ト
に
係
る
交
渉
を
続
け
て
い
た
が
、
Ｂ
な
る
人
物

と
直
接
会
っ
た
こ
と
は
な
い
。

　

Ｘ
は
、
平
成
二
三
年
六
月
二
一
日
、
登
録
者
の
氏
名
︵
名
称
︶
を

ク
ラ
シ
ッ
ク
社
と
し
、
住
所
を
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
デ
ラ
ウ
ェ
ア
州

〈
以
下
略
〉、
電
子
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
を
〈
省
略
〉.jp

と
記
載
し
て
、

Ｊ
Ｐ
ド
メ
イ
ン
名
紛
争
処
理
方
針
に
基
づ
く
申
立
書
を
日
本
知
的
財

産
仲
裁
セ
ン
タ
ー
︵
以
下
「
知
財
仲
裁
セ
ン
タ
ー
」
と
い
う
。︶
に

提
出
し
た
。
Ｙ
は
、
平
成
二
三
年
八
月
三
〇
日
、
旧
ド
メ
イ
ン
名
の

登
録
者
は
Ｙ
で
あ
る
旨
の
上
申
書
を
提
出
し
た
。
知
財
仲
裁
セ
ン

タ
ー
は
、
同
月
三
一
日
、
登
録
者
を
「Classic Furnitures Inc.

こ
と
Ａ
︵
Ｙ
氏
名
︶」
と
し
て
移
転
を
命
ず
る
裁
定
を
し
た
。

　

Ｙ
は
、
平
成
二
三
年
九
月
七
日
、
Ｘ
に
対
し
、
Ｙ
が
旧
ド
メ
イ
ン

名
を
使
用
す
る
権
利
を
有
す
る
こ
と
の
確
認
を
求
め
る
訴
訟
を
東
京

地
方
裁
判
所
に
提
起
し
た
︵
平
成
二
三
年
ワ
第
二
九
五
四
八
号
︶。

Ｙ
は
、
Ｙ
が
旧
ド
メ
イ
ン
名
を
保
有
す
る
旨
述
べ
、
Ｙ
サ
イ
ト
事
業

は
平
成
二
二
年
一
一
月
九
日
付
で
本
件
事
業
譲
渡
契
約
に
よ
り
ク
ラ

シ
ッ
ク
社
に
譲
渡
し
た
が
、
事
業
譲
渡
後
も
Ｙ
は
こ
の
事
業
に
携
わ

る
た
め
、
当
該
ド
メ
イ
ン
名
の
契
約
名
義
の
変
更
ま
で
は
行
わ
な

か
っ
た
な
ど
と
し
て
い
た
が
、
平
成
二
四
年
五
月
一
〇
日
、
請
求
を

放
棄
し
た
。

　

ク
ラ
シ
ッ
ク
社
は
、
米
国
に
お
い
て
、
役
員
な
ど
の
法
人
組
織
に

関
す
る
情
報
、
取
引
先
の
情
報
及
び
納
税
の
形
跡
な
ど
が
判
明
し
な

い
法
人
で
あ
り
、
税
金
不
払
な
ど
に
よ
り
平
成
二
四
年
三
月
一
日
に

活
動
不
能
と
宣
告
さ
れ
た
が
、
平
成
二
四
年
二
月
二
九
日
に
復
権
し

た
。

七　

Ｘ
が
、
①
Ｙ
が
、
Ｙ
各
写
真
及
び
Ｙ
各
文
章
等
を
Ｙ
サ
イ
ト
に

掲
載
し
た
こ
と
は
Ｘ
の
著
作
権
を
侵
害
し
、
②
Ｙ
が
「【
Ｉ
Ｋ
Ｅ
Ａ   

Ｓ
Ｔ
Ｏ
Ｒ
Ｅ
】」、「
イ
ケ
ア
通
販
」、「
Ｉ
Ｋ
Ｅ
Ａ　
【
Ｓ
Ｔ
Ｏ
Ｒ
Ｅ
】」、

「
Ｉ
Ｋ
Ｅ
Ａ
通
販
」︵
以
下
「
Ｙ
各
標
章
」
と
い
う
。︶
を
Ｙ
サ
イ
ト

の
ｈ
ｔ
ｍ
ｌ
フ
ァ
イ
ル
の
タ
イ
ト
ル
タ
グ
、
メ
タ
タ
グ
と
し
て
使
用

し
た
こ
と
は
、
Ｘ
の
商
標
権
を
侵
害
し
、
ま
た
、
不
正
競
争
に
当
た
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る
と
主
張
し
て
、
Ｙ
に
対
し
、
①
著
作
権
法
一
一
二
条
一
項
、
二
項

に
基
づ
き
、
Ｙ
各
写
真
の
一
部
及
び
Ｙ
各
文
章
等
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

へ
の
掲
載
の
差
止
め
、
こ
れ
ら
の
自
動
公
衆
送
信
及
び
送
信
可
能
化

の
差
止
め
並
び
に
こ
れ
ら
の
廃
棄
、
②
商
標
法
三
六
条
一
項
、
二
項
、

不
正
競
争
防
止
法
三
条
一
項
、
二
項
、
二
条
一
項
一
号
、
二
号
に
基

づ
き
、
Ｙ
サ
イ
ト
に
お
け
る
Ｙ
各
標
章
の
タ
イ
ト
ル
タ
グ
及
び
メ
タ

タ
グ
と
し
て
の
使
用
の
差
止
め
並
び
に
除
去
、
③
著
作
権
侵
害
及
び

商
標
権
侵
害
の
不
法
行
為
又
は
不
正
競
争
に
よ
る
損
害
賠
償
金
五
五

七
二
万
六
七
五
九
円
の
一
部
で
あ
る
一
三
七
三
万
七
〇
〇
〇
円
及
び

こ
れ
に
対
す
る
平
成
二
六
年
一
一
月
二
二
日
︵
同
月
一
七
日
付
け
訴

え
の
変
更
申
立
書
送
達
の
日
の
翌
日
︶
か
ら
支
払
済
み
ま
で
民
法
所

定
の
年
五
分
の
割
合
に
よ
る
遅
延
損
害
金
の
支
払
を
そ
れ
ぞ
れ
求
め
、

訴
え
を
提
起
し
た
。

　

争
点
は
、
Ｙ
は
平
成
二
二
年
一
一
月
九
日
以
降
の
Ｙ
サ
イ
ト
の
運

営
に
関
す
る
責
任
を
負
う
か
︵
争
点
一
︶、
Ｙ
が
本
件
写
真
等
を
Ｙ

サ
イ
ト
に
掲
載
し
た
こ
と
は
Ｘ
の
著
作
権
を
侵
害
す
る
か
︵
争
点

二
︶、
Ｙ
が
Ｙ
各
標
章
を
タ
イ
ト
ル
タ
グ
及
び
メ
タ
タ
グ
と
し
て
使

用
し
た
こ
と
は
Ｘ
の
商
標
権
を
侵
害
し
、
又
は
不
正
競
争
に
該
当
す

る
か
︵
争
点
三
︶、
Ｘ
の
損
害
額
︵
争
点
四
︶
の
四
つ
で
あ
る
。

八　

争
点
一
に
つ
き
、
Ｘ
は
、
本
件
事
業
譲
渡
契
約
は
成
立
し
て
い

な
い
か
、
仮
に
成
立
し
た
と
し
て
も
通
謀
虚
偽
表
示
に
よ
り
無
効
で

あ
り
、
ま
た
、
ク
ラ
シ
ッ
ク
社
に
は
営
業
実
体
が
な
い
こ
と
、
Ｙ
サ

イ
ト
事
業
の
売
上
げ
は
Ｙ
が
実
質
的
に
管
理
し
て
い
る
こ
と
、
Ｘ
と

の
間
の
旧
ド
メ
イ
ン
名
に
係
る
紛
争
に
お
い
て
Ｙ
が
当
事
者
と
な
っ

て
い
た
こ
と
な
ど
か
ら
す
れ
ば
、
法
人
格
の
濫
用
で
あ
り
、
Ｙ
は
、

Ｘ
に
対
し
て
Ｙ
サ
イ
ト
事
業
に
よ
る
侵
害
行
為
の
責
任
を
負
う
と
主

張
し
た
。
Ｙ
は
、
平
成
二
二
年
一
一
月
九
日
以
降
の
Ｙ
サ
イ
ト
の
運

営
主
体
は
ク
ラ
シ
ッ
ク
社
で
あ
っ
て
、
Ｙ
は
同
日
以
降
の
Ｙ
サ
イ
ト

に
関
す
る
責
任
を
負
わ
ず
、
ま
た
、
Ｘ
は
、
ク
ラ
シ
ッ
ク
社
に
対
し

訴
訟
を
提
起
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
か
ら
、
本
件
に
法
人
格

否
認
の
法
理
は
当
て
は
ま
ら
な
い
と
反
論
し
た
。

　

争
点
二
に
つ
き
、
Ｘ
は
、
Ｘ
製
品
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
販
売

す
る
事
業
に
お
い
て
、
Ｘ
製
品
を
独
自
に
撮
影
し
た
写
真
等
を
掲
載

す
る
こ
と
は
可
能
で
あ
り
、
本
件
写
真
等
を
使
用
す
る
必
要
性
は
な

く
、
Ｙ
の
本
件
写
真
等
の
掲
載
は
著
作
権
を
侵
害
す
る
と
主
張
し
た
。

Ｙ
は
、
Ｘ
各
写
真
は
著
作
物
性
に
疑
問
が
あ
り
、
Ｙ
サ
イ
ト
事
業
は
、

Ｘ
製
品
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
販
売
す
る
事
業
な
の
で
あ
る
か
ら
、

本
件
写
真
等
を
掲
載
す
る
必
要
が
あ
る
と
反
論
し
た
。

　

争
点
三
に
つ
き
、
Ｙ
各
商
標
は
「
Ｉ
Ｋ
Ｅ
Ａ
」
な
い
し
「
イ
ケ

ア
」
の
部
分
が
要
部
で
あ
り
、
要
部
が
本
件
各
商
標
と
同
一
で
あ
る

か
ら
、
全
体
と
し
て
本
件
各
商
標
に
類
似
し
、
Ｙ
各
標
章
の
使
用
態

様
は
商
標
的
使
用
又
は
商
品
等
表
示
と
し
て
の
営
業
的
使
用
に
当
た
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る
と
し
、
ま
た
、
Ｙ
は
、
周
知
、
著
名
な
他
人
の
商
品
等
表
示
で
あ

る
本
件
各
商
標
に
類
似
す
る
Ｙ
各
標
章
を
Ｙ
の
商
品
等
表
示
と
し
て

使
用
し
、
こ
れ
に
よ
り
、
Ｙ
サ
イ
ト
事
業
と
Ｘ
の
営
業
と
の
混
同
が

生
じ
、
Ｘ
の
事
業
に
対
し
信
用
の
毀
損
を
含
む
営
業
上
の
利
益
侵
害

が
生
じ
て
い
る
と
主
張
し
た
。
Ｙ
は
、
Ｙ
各
標
章
の
「
Ｉ
Ｋ
Ｅ
Ａ   

Ｓ
Ｔ
Ｏ
Ｒ
Ｅ
」「
イ
ケ
ア
通
販
」
及
び
「
Ｉ
Ｋ
Ｅ
Ａ
通
販
」
は
、
Ｘ

各
商
標
で
あ
る
「
イ
ケ
ア
」
及
び
「
Ｉ
Ｋ
Ｅ
Ａ
」
に
類
似
せ
ず
、
Ｙ

各
標
章
を
メ
タ
タ
グ
な
い
し
タ
イ
ト
ル
タ
グ
と
し
て
使
用
し
た
と
し

て
も
、
通
常
人
の
目
に
触
れ
る
も
の
で
は
な
い
か
ら
、
商
標
的
使
用

に
も
営
業
的
使
用
に
も
当
た
ら
な
い
と
し
、
ま
た
、「
イ
ケ
ア
」
及

び
「
Ｉ
Ｋ
Ｅ
Ａ
」
と
い
う
単
語
を
メ
タ
タ
グ
と
し
て
使
用
し
て
い
る

ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
は
多
数
存
在
す
る
と
こ
ろ
、
こ
れ
が
違
法
だ
と
の
認

識
は
一
般
社
会
に
は
な
い
と
述
べ
、
加
え
て
、
Ｙ
サ
イ
ト
で
は
、

「「
イ
ケ
ア
」、「
Ｉ
Ｋ
Ｅ
Ａ
」
な
ど
、【
Ｉ
Ｋ
Ｅ
Ａ　

Ｓ
Ｔ
Ｏ
Ｒ
Ｅ
】

イ
ケ
ア
通
販
に
掲
載
し
て
い
る
ブ
ラ
ン
ド
名
、
製
品
名
な
ど
は
一
般

にInter IK
EA
 System

s B. V
.

の
商
標
ま
た
は
登
録
商
標
で
す
。

【
Ｉ
Ｋ
Ｅ
Ａ　

Ｓ
Ｔ
Ｏ
Ｒ
Ｅ
】
イ
ケ
ア
通
販
で
は
説
明
の
便
宜
の
た

め
に
そ
の
商
品
名
、
団
体
名
な
ど
を
引
用
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
が
、

そ
れ
ら
の
商
標
権
の
侵
害
を
行
う
意
志
、
目
的
は
あ
り
ま
せ
ん
。
当

店
は
イ
ケ
ア
通
販
専
門
店
に
な
り
ま
す
。」
と
い
う
文
章
を
記
載
し

て
い
る
の
で
あ
り
、
Ｙ
各
標
章
の
使
用
は
、
正
当
な
引
用
行
為
で
あ

る
と
反
論
し
た
。

　

争
点
四
に
つ
き
、
Ｘ
は
、
ま
ず
、
Ｙ
の
複
製
権
又
は
翻
案
権
の
侵

害
及
び
公
衆
送
信
権
の
侵
害
に
よ
り
、
著
作
権
の
行
使
に
つ
き
受
け

る
べ
き
金
銭
の
額
に
相
当
す
る
額
の
損
害
を
被
っ
た
と
し
て
、
そ
の

金
額
は
一
著
作
物
当
た
り
年
間
一
〇
〇
〇
円
で
あ
る
と
述
べ
、「
損

害
算
定
の
起
算
日
︵
掲
載
開
始
日
︶」
か
ら
「
損
害
算
定
の
終
期
」

ま
で
の
間
、
掲
載
し
て
い
た
こ
と
か
ら
、
合
計
三
五
万
四
七
三
四
円

と
な
る
と
主
張
し
た
。
ま
た
、
Ｘ
は
、
商
標
法
三
八
条
二
項
、
不
正

競
争
防
止
法
五
条
二
項
に
基
づ
き
、
商
標
権
侵
害
又
は
不
正
競
争
に

よ
り
Ｙ
が
受
け
た
利
益
の
額
に
相
当
す
る
額
の
損
害
を
受
け
た
と
し

て
、
Ｙ
は
、
平
成
二
二
年
に
は
八
七
四
万
八
〇
五
一
円
の
営
業
等
取

得
を
得
て
お
り
、
本
件
商
標
の
寄
与
率
で
あ
る
五
〇
％
を
乗
じ
た
四

三
七
万
四
〇
二
五
円
が
本
件
各
商
標
に
よ
る
利
益
と
な
り
、
平
成
二

三
年
、
平
成
二
四
年
、
平
成
二
五
年
、
平
成
二
六
年
一
月
か
ら
九
月

ま
で
の
Ｙ
サ
イ
ト
の
売
上
げ
は
、
そ
れ
ぞ
れ
二
八
〇
〇
万
円
、
四
五

〇
〇
万
円
、
七
二
〇
〇
万
円
、
五
四
〇
〇
万
円
で
あ
り
、
限
界
利
益

率
を
五
〇
％
、
寄
与
率
を
五
〇
％
と
す
る
の
が
相
当
で
あ
る
か
ら
、

本
件
各
商
標
に
よ
る
利
益
は
、
そ
れ
ぞ
れ
七
〇
〇
万
円
、
一
一
二
五

万
円
、
一
八
〇
〇
万
円
、
一
三
五
〇
万
円
と
な
る
と
主
張
し
た
。
加

え
て
、
弁
護
士
費
用
と
し
て
、
一
二
四
万
八
〇
〇
〇
円
も
請
求
し
た
。

Ｙ
は
、
Ｙ
サ
イ
ト
上
に
本
件
写
真
等
が
掲
載
さ
れ
て
い
た
期
間
に
関
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す
る
Ｘ
の
主
張
は
不
合
理
で
あ
り
、
Ｙ
が
Ｙ
各
標
章
を
使
用
し
て
い

た
と
し
て
も
、
使
用
の
事
実
が
認
め
ら
れ
る
の
は
平
成
二
二
年
七
月

二
九
日
以
降
で
あ
り
、
そ
れ
以
前
に
Ｙ
が
Ｙ
各
標
章
を
使
用
し
て
い

た
こ
と
の
証
拠
は
な
く
、
ま
た
、
Ｙ
の
平
成
二
二
年
の
営
業
等
所
得

に
は
当
時
運
営
し
て
い
た
他
の
四
つ
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
の
売
上
げ
が

含
ま
れ
て
お
り
、
こ
れ
ら
を
控
除
す
る
と
、
利
益
は
約
一
〇
六
万
八

〇
五
一
円
で
あ
り
、
粗
利
に
つ
い
て
は
、
約
二
五
・
五
％
で
あ
る
な

ど
と
反
論
し
た
。

〔
判
　
旨
〕

　

請
求
一
部
認
容
、
一
部
棄
却
。

一　

争
点
一
︵
Ｙ
は
平
成
二
二
年
一
一
月
九
日
以
降
の
Ｙ
サ
イ
ト
の

運
営
に
関
す
る
責
任
を
負
う
か
︶
に
つ
い
て

　
「
Ｙ
は
、
本
人
尋
問
に
お
い
て
、
平
成
二
二
年
一
一
月
九
日
に
Ｂ

と
東
京
で
本
件
事
業
譲
渡
契
約
を
締
結
し
、
対
価
と
し
て
現
金
で
一

〇
〇
万
円
を
受
領
し
、
Ｙ
サ
イ
ト
に
関
す
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
等
を
一
つ

の
フ
ァ
イ
ル
に
ま
と
め
て
手
渡
し
た
こ
と
、
平
成
二
三
年
一
月
一
九

日
に
ク
ラ
シ
ッ
ク
社
と
Ｙ
が
代
表
取
締
役
を
務
め
る
株
式
会
社
デ
ィ

ス
カ
バ
リ
ー
ワ
ー
ク
ス
と
の
間
で
業
務
委
託
契
約
…
…
を
締
結
し
、

同
社
が
Ｙ
サ
イ
ト
で
注
文
を
受
け
た
Ｘ
製
品
を
仕
入
れ
て
梱
包
し
発

送
す
る
よ
う
に
な
っ
た
た
め
、
現
在
も
Ｙ
サ
イ
ト
事
業
に
関
与
し
て

い
る
こ
と
な
ど
を
供
述
す
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
Ｙ
の
供
述
内
容
を

裏
付
け
る
証
拠
は
、
事
業
譲
渡
契
約
書
…
…
及
び
業
務
委
託
契
約
書

…
…
、
ク
ラ
シ
ッ
ク
社
の
設
立
関
係
書
類
…
…
の
ほ
か
、
Ｙ
が
代
表

取
締
役
を
務
め
る
株
式
会
社
Ｐ
Ａ
Ｕ
Ｌ　

Ｉ
Ｎ
Ｄ
Ｕ
Ｓ
Ｔ
Ｒ
Ｉ
Ｅ
Ｓ

か
ら
株
式
会
社
デ
ィ
ス
カ
バ
リ
ー
ワ
ー
ク
ス
へ
の
振
込
記
録
…
…
と

Ｃ
を
名
乗
る
人
物
名
義
の
メ
ー
ル
…
…
し
か
提
出
さ
れ
て
い
な
い
と

こ
ろ
、
こ
れ
ら
は
、
Ｙ
自
ら
が
作
出
す
る
こ
と
も
可
能
な
も
の
で
あ

る
か
ら
、
ク
ラ
シ
ッ
ク
社
が
Ｙ
と
は
別
の
法
主
体
と
し
て
活
動
し
て

い
る
こ
と
を
示
す
も
の
と
は
い
え
な
い
。
か
え
っ
て
、
ク
ラ
シ
ッ
ク

社
が
Ｙ
サ
イ
ト
事
業
を
実
際
に
行
っ
て
い
る
こ
と
を
示
す
客
観
的
証

拠
が
全
く
な
く
、
か
つ
、
Ｙ
が
本
件
事
業
譲
渡
契
約
後
も
Ｙ
サ
イ
ト

事
業
に
深
く
関
わ
っ
て
き
た
こ
と
に
鑑
み
れ
ば
、
Ｙ
の
供
述
は
に
わ

か
に
採
用
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
そ
う
で
あ
れ
ば
、
少
な
く
と
も
、

Ｙ
は
、
Ｘ
に
対
し
、
信
義
則
上
、
ク
ラ
シ
ッ
ク
社
と
の
間
の
本
件
事

業
譲
渡
契
約
が
あ
る
こ
と
を
主
張
す
る
こ
と
が
で
き
ず
、
本
件
サ
イ

ト
に
関
す
る
法
的
責
任
を
免
れ
る
こ
と
は
で
き
な
い
。」

　
「
Ｙ
は
、
旧
ド
メ
イ
ン
名
に
係
る
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
と
新
ド
メ
イ
ン

名
に
係
る
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
が
別
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
で
あ
る
と
い
う
趣

旨
の
主
張
を
す
る
が
、
ク
ラ
シ
ッ
ク
社
が
新
ド
メ
イ
ン
名
の
保
有
者

で
あ
る
…
…
と
し
て
も
、
平
成
二
三
年
八
月
三
一
日
に
知
財
仲
裁
セ

ン
タ
ー
の
裁
定
に
よ
り
旧
ド
メ
イ
ン
名
が
Ｙ
か
ら
Ｘ
に
移
転
さ
れ
る
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ま
で
の
間
、
旧
ド
メ
イ
ン
名
に
係
る
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
か
ら
新
ド
メ
イ

ン
名
に
係
る
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
に
対
し
て
転
送
処
理
が
さ
れ
る
な
ど
、

旧
ド
メ
イ
ン
名
に
係
る
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
と
新
ド
メ
イ
ン
名
に
係
る

ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
と
の
連
続
性
が
認
め
ら
れ
る
の
で
あ
り
、
し
か
も
、

Ｙ
は
ク
ラ
シ
ッ
ク
社
と
の
間
の
本
件
事
業
譲
渡
契
約
が
あ
る
こ
と
を

Ｘ
に
対
し
て
主
張
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
の
で
あ
る
か
ら
、
Ｙ
は
、

Ｘ
に
対
し
、
新
ド
メ
イ
ン
名
に
係
る
Ｙ
サ
イ
ト
の
責
任
を
負
う
と
い

う
べ
き
で
あ
る
。」

　
「
Ｙ
は
、
Ｘ
は
ク
ラ
シ
ッ
ク
社
に
対
し
訴
訟
を
提
起
す
る
こ
と
が

で
き
る
の
で
あ
る
か
ら
、
本
件
に
法
人
格
否
認
の
法
理
は
当
て
は
ま

ら
な
い
と
主
張
す
る
が
、
Ｘ
の
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
に
お
け
る
調
査
に

よ
れ
ば
、ク
ラ
シ
ッ
ク
社
の
住
所
は
登
録
代
理
人
で
あ
るD

elaw
are 

Intercorp

の
住
所
で
あ
り
、
公
的
記
録
か
ら
は
ク
ラ
シ
ッ
ク
社
の

代
表
者
等
役
員
に
関
す
る
情
報
す
ら
判
明
し
な
か
っ
た
と
い
う
の
で

あ
る
か
ら
…
…
、
Ｙ
の
主
張
は
、
そ
の
前
提
を
欠
く
も
の
と
い
わ
ざ

る
を
得
な
い
。」

　
「
Ｙ
は
、
平
成
二
二
年
一
一
月
九
日
以
降
の
Ｙ
サ
イ
ト
の
運
営
に

関
す
る
責
任
を
負
う
。」

二　

争
点
二
︵
Ｙ
が
本
件
写
真
等
を
Ｙ
サ
イ
ト
に
掲
載
し
た
こ
と
は

Ｘ
の
著
作
権
を
侵
害
す
る
か
︶
に
つ
い
て

　
「
Ｘ
各
写
真
は
、
Ｘ
製
品
の
広
告
写
真
で
あ
り
、
い
ず
れ
も
、
被

写
体
の
影
が
な
く
、
背
景
が
白
で
あ
る
な
ど
の
特
徴
が
あ
る
。
ま
た
、

被
写
体
の
配
置
や
構
図
、
カ
メ
ラ
ア
ン
グ
ル
は
、
製
品
に
応
じ
て
異

な
る
が
、
…
…
同
種
製
品
を
色
が
虹
を
想
起
せ
し
め
る
グ
ラ
デ
ー

シ
ョ
ン
と
な
る
よ
う
に
整
然
と
並
べ
る
な
ど
の
工
夫
が
凝
ら
さ
れ
て

い
る
し
…
…
、
マ
ッ
ト
等
を
ほ
ぼ
真
上
か
ら
撮
影
し
た
も
の
で
、
生

地
の
質
感
が
看
取
で
き
る
よ
う
撮
影
方
法
に
工
夫
が
凝
ら
さ
れ
て
い

る
。
こ
れ
ら
の
工
夫
に
よ
り
、
Ｘ
各
写
真
は
、
原
色
を
多
用
し
た
色

彩
豊
か
な
製
品
を
白
い
背
景
と
の
コ
ン
ト
ラ
ス
ト
の
中
で
鮮
や
か
に

浮
か
び
上
が
ら
せ
る
効
果
を
生
み
、
Ｘ
製
品
の
広
告
写
真
と
し
て
の

統
一
感
を
出
し
、
商
品
の
特
性
を
消
費
者
に
視
覚
的
に
伝
え
る
も
の

と
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
Ｙ
自
身
も
、『
当
店
が
撮
影

し
た
画
像
を
使
用
す
る
よ
り
は
、
Ｉ
Ｋ
Ｅ
Ａ
様
が
撮
影
し
た
画
像
を

掲
載
し
説
明
し
た
ほ
う
が
、
商
品
の
状
態
等
が
し
っ
か
り
と
伝
わ
る

と
考
え
て
お
り
ま
す
。
ネ
ッ
ト
で
の
通
信
販
売
と
い
う
性
質
上
、
お

客
様
は
画
像
で
全
て
を
判
断
い
た
し
ま
す
。
当
店
が
撮
影
し
た
画
像

で
は
Ｉ
Ｋ
Ｅ
Ａ
様
ほ
ど
鮮
明
に
綺
麗
に
商
品
を
撮
影
す
る
こ
と
が
で

き
ま
せ
ん
。』
…
…
と
述
べ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。」

　
「
Ｘ
各
写
真
に
つ
い
て
は
創
作
性
を
認
め
る
こ
と
が
で
き
、
い
ず

れ
も
著
作
物
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
。」

　
「
Ｙ
各
写
真
は
Ｘ
各
写
真
と
同
一
で
あ
り
、
Ｙ
各
文
章
等
は
Ｘ
各

文
章
等
と
同
一
な
い
し
類
似
す
る
の
で
あ
る
か
ら
、
本
件
写
真
等
を
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Ｙ
サ
イ
ト
に
掲
載
す
る
こ
と
は
Ｘ
の
複
製
権
、
翻
案
権
及
び
公
衆
送

信
権
を
侵
害
す
る
こ
と
に
な
り
、
著
作
権
法
一
一
二
条
一
項
、
二
項

に
従
い
、
Ｘ
は
、
Ｙ
に
対
し
、
本
件
写
真
等
の
使
用
を
差
し
止
め
、

こ
れ
に
係
る
デ
ー
タ
の
廃
棄
を
請
求
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
な
お
、

そ
の
対
象
は
、
Ｙ
サ
イ
ト
事
業
が
販
売
中
の
Ｘ
製
品
を
転
売
す
る
も

の
で
あ
る
こ
と
及
び
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
上
の
デ
ー
タ
の
変
更
が
容
易
で

あ
る
こ
と
に
鑑
み
る
と
、
現
在
も
販
売
が
継
続
し
て
い
る
Ｘ
製
品
に

係
る
Ｙ
各
写
真
及
び
Ｙ
各
文
章
等
の
全
て
で
あ
る
と
解
す
る
の
が
相

当
で
あ
る
。」

三　

争
点
三
︵
Ｙ
が
Ｙ
各
標
章
を
タ
イ
ト
ル
タ
グ
及
び
メ
タ
タ
グ
と

し
て
使
用
し
た
こ
と
は
Ｘ
の
商
標
権
を
侵
害
し
、
又
は
不
正
競
争
に

該
当
す
る
か
︶
に
つ
い
て

　
「
Ｙ
各
標
章
は
、
著
名
な
本
件
各
商
標
に
『
通
販
』、『
Ｓ
Ｔ
Ｏ
Ｒ

Ｅ
』、『【
】』
を
付
加
し
て
な
る
標
章
で
あ
る
が
、
Ｙ
各
標
章
の
う
ち

『
通
販
』
や
『
Ｓ
Ｔ
Ｏ
Ｒ
Ｅ
』
の
部
分
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
の

店
舗
に
お
い
て
使
用
さ
れ
る
も
の
で
あ
っ
て
識
別
力
が
弱
く
、
ま
た

『【
】』
の
部
分
も
符
号
で
あ
っ
て
識
別
力
は
な
い
か
ら
、
Ｙ
各
標
章

の
要
部
は
、『
Ｉ
Ｋ
Ｅ
Ａ
』
な
い
し
『
イ
ケ
ア
』
の
部
分
で
あ
る
と

認
め
ら
れ
る
。
こ
れ
は
、
本
件
各
商
標
と
少
な
く
と
も
外
観
及
び
称

呼
が
同
一
な
い
し
類
似
す
る
か
ら
、
Ｙ
各
標
章
は
、
本
件
各
商
標
に

類
似
す
る
と
認
め
ら
れ
る
。」

　
「
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
検
索
エ
ン
ジ
ン
の
検
索
結
果
に
お
い
て
表

示
さ
れ
る
ウ
ェ
ブ
ペ
ー
ジ
の
説
明
は
、
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
の
概
要
等
を

示
す
広
告
で
あ
る
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
か
ら
、
こ
れ
が
表
示
さ
れ

る
よ
う
に
ｈ
ｔ
ｍ
ｌ
フ
ァ
イ
ル
に
メ
タ
タ
グ
な
い
し
タ
イ
ト
ル
タ
グ

を
記
載
す
る
こ
と
は
、
役
務
に
関
す
る
広
告
を
内
容
と
す
る
情
報
を

電
磁
的
方
法
に
よ
り
提
供
す
る
行
為
に
当
た
る
。
そ
し
て
、
Ｙ
各
標

章
は
、
ｈ
ｔ
ｍ
ｌ
フ
ァ
イ
ル
に
メ
タ
タ
グ
な
い
し
タ
イ
ト
ル
タ
グ
と

し
て
記
載
さ
れ
た
結
果
、
検
索
エ
ン
ジ
ン
の
検
索
結
果
に
お
い
て
、

Ｙ
サ
イ
ト
の
内
容
の
説
明
文
な
い
し
概
要
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
タ
イ
ト

ル
と
し
て
表
示
さ
れ
…
…
、
こ
れ
ら
が
Ｙ
サ
イ
ト
に
お
け
る
家
具
等

の
小
売
業
務
の
出
所
等
を
表
示
し
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
ユ
ー
ザ
ー
の

目
に
触
れ
る
こ
と
に
よ
り
、
顧
客
が
Ｙ
サ
イ
ト
に
ア
ク
セ
ス
す
る
よ

う
誘
引
す
る
の
で
あ
る
か
ら
、
メ
タ
タ
グ
な
い
し
タ
イ
ト
ル
タ
グ
と

し
て
の
使
用
は
、
商
標
的
使
用
に
当
た
る
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。」

　
「
Ｙ
各
標
章
は
、
Ｘ
の
商
品
等
表
示
で
あ
る
『
Ｉ
Ｋ
Ｅ
Ａ
』
な
い

し
『
イ
ケ
ア
』
に
類
似
し
、
ま
た
、
両
者
と
も
家
具
等
の
小
売
を
目

的
と
す
る
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
で
使
用
さ
れ
、
現
に
、
Ｙ
サ
イ
ト
を
Ｘ
サ

イ
ト
と
勘
違
い
し
た
旨
の
意
見
が
複
数
Ｘ
の
も
と
に
寄
せ
ら
れ
て
い

る
こ
と
が
認
め
ら
れ
る
…
…
か
ら
、
Ｙ
各
標
章
を
使
用
す
る
行
為
は
、

Ｘ
の
営
業
等
と
混
同
を
生
じ
さ
せ
る
も
の
で
あ
る
。」

　
「
Ｙ
サ
イ
ト
に
お
い
て
、『「
イ
ケ
ア
」、「
Ｉ
Ｋ
Ｅ
Ａ
」
な
ど
、【
Ｉ
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Ｋ
Ｅ
Ａ　

Ｓ
Ｔ
Ｏ
Ｒ
Ｅ
】
イ
ケ
ア
通
販
に
掲
載
し
て
い
る
ブ
ラ
ン
ド

名
、
製
品
名
な
ど
は
一
般
にInter IK

EA
 System

s B. V
.

の
商

標
ま
た
は
登
録
商
標
で
す
。【
Ｉ
Ｋ
Ｅ
Ａ　

Ｓ
Ｔ
Ｏ
Ｒ
Ｅ
】
イ
ケ
ア

通
販
で
は
説
明
の
便
宜
の
た
め
に
そ
の
商
品
名
、
団
体
名
な
ど
を
引

用
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
が
、
そ
れ
ら
の
商
標
権
の
侵
害
を
行
う
意

志
、
目
的
は
あ
り
ま
せ
ん
。
当
店
は
イ
ケ
ア
通
販
専
門
店
に
な
り
ま

す
。』
と
い
う
文
言
が
記
載
さ
れ
て
い
る
と
し
て
も
、
こ
れ
は
Ｙ
サ

イ
ト
の
ウ
ェ
ブ
ペ
ー
ジ
の
最
下
部
に
記
載
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
認
め

ら
れ
…
…
、
タ
イ
ト
ル
タ
グ
又
は
メ
タ
タ
グ
と
一
体
と
な
っ
て
記
載

さ
れ
て
い
る
も
の
で
は
な
い
か
ら
、
か
か
る
文
言
の
み
を
根
拠
と
し

て
メ
タ
タ
グ
又
は
タ
イ
ト
ル
タ
グ
に
Ｙ
各
標
章
を
使
用
す
る
こ
と
が

正
当
な
行
為
で
あ
る
と
い
う
こ
と
は
で
き
な
い
。
Ｙ
の
主
張
は
、
採

用
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。」

　
「
Ｙ
各
標
章
を
タ
イ
ト
ル
タ
グ
及
び
メ
タ
タ
グ
と
し
て
使
用
す
る

こ
と
は
本
件
各
商
標
権
を
侵
害
し
、
か
つ
、
不
正
競
争
に
該
当
す
る

か
ら
、
商
標
法
三
六
条
一
項
、
二
項
、
不
正
競
争
防
止
法
三
条
一
項
、

二
項
に
従
い
、
Ｘ
は
、
Ｙ
に
対
し
、
Ｙ
各
標
章
の
使
用
を
差
し
止
め
、

デ
ー
タ
の
除
去
を
請
求
す
る
こ
と
が
で
き
る
。」

四　

争
点
四
︵
Ｘ
の
損
害
額
︶
に
つ
い
て

　
「
Ｙ
は
、
Ｘ
の
複
製
権
又
は
翻
案
権
及
び
公
衆
送
信
権
を
侵
害
し

た
と
こ
ろ
、
こ
れ
に
つ
い
て
、
少
な
く
と
も
過
失
が
あ
る
と
認
め
ら

れ
る
か
ら
、
Ｘ
は
、
Ｙ
に
対
し
、
こ
れ
に
よ
る
損
害
の
賠
償
を
請
求

す
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
し
て
、
Ｘ
は
、
著
作
権
の
行
使
に
つ
き
受

け
る
べ
き
金
銭
の
額
に
相
当
す
る
額
の
損
害
を
被
っ
た
も
の
と
認
め

ら
れ
る
。」

　
「
Ｘ
各
写
真
の
著
作
物
使
用
料
相
当
額
に
つ
い
て
は
、
Ｘ
各
写
真

は
サ
イ
ト
事
業
に
お
い
て
極
め
て
重
要
な
も
の
で
あ
る
と
は
考
え
ら

れ
る
も
の
の
、
広
告
写
真
と
し
て
の
Ｘ
各
写
真
の
創
作
性
の
程
度
が

比
較
的
低
い
こ
と
や
Ｘ
の
請
求
額
に
加
え
、
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
に
お
け

る
デ
ー
タ
変
更
の
容
易
性
等
に
鑑
み
れ
ば
、
掲
載
期
間
に
関
わ
ら
ず
、

一
著
作
物
当
た
り
一
〇
〇
〇
円
と
認
め
る
の
が
相
当
で
あ
る
。」

　
「
Ｘ
各
文
章
等
の
著
作
物
使
用
料
相
当
額
に
つ
い
て
は
、
Ｘ
各
文

章
等
は
、
こ
れ
に
よ
り
サ
イ
ト
が
Ｘ
の
公
式
サ
イ
ト
で
あ
る
か
の
よ

う
な
外
観
を
作
出
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
点
に
お
い
て
極
め
て

重
要
な
も
の
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
、
Ｘ
各
文
章
等
の
創
作
性

の
程
度
が
比
較
的
高
い
こ
と
や
Ｘ
の
請
求
額
に
加
え
、
ウ
ェ
ブ
サ
イ

ト
に
お
け
る
デ
ー
タ
変
更
の
容
易
性
等
に
鑑
み
れ
ば
、
証
拠
上
認
定

で
き
る
掲
載
期
間
に
関
わ
ら
ず
、
一
著
作
物
当
た
り
三
〇
〇
〇
円
と

認
め
る
の
が
相
当
で
あ
る
。」

　
「
各
著
作
物
使
用
料
相
当
額
の
合
計
は
、
一
四
万
円
と
な
る
。」

　
「
商
標
法
三
八
条
二
項
、
不
正
競
争
防
止
法
五
条
二
項
に
い
う
損

害
の
額
が
認
め
ら
れ
る
た
め
に
は
、
権
利
者
に
、
侵
害
行
為
が
な
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か
っ
た
な
ら
ば
利
益
が
得
ら
れ
た
で
あ
ろ
う
と
い
う
事
情
等
損
害
の

発
生
の
基
礎
と
な
る
事
情
が
存
在
す
る
必
要
が
あ
る
と
解
さ
れ
る
。

と
こ
ろ
が
、
Ｘ
は
、
Ｘ
製
品
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
販
売
を
行
っ
て
い

な
い
の
で
あ
っ
て
、
Ｙ
に
よ
る
侵
害
行
為
が
な
け
れ
ば
、
Ｙ
サ
イ
ト

経
由
で
Ｘ
製
品
を
購
入
し
た
顧
客
が
Ｘ
サ
イ
ト
で
Ｘ
製
品
を
購
入
し

た
と
い
う
こ
と
に
は
な
ら
な
い
し
、
ま
た
、
Ｙ
サ
イ
ト
事
業
は
、
Ｘ

製
品
の
注
文
を
受
け
る
と
イ
ケ
ア
ス
ト
ア
で
Ｘ
製
品
を
仕
入
れ
て
こ

れ
を
梱
包
し
発
送
す
る
と
い
う
も
の
で
あ
り
、
Ｙ
サ
イ
ト
に
誘
引
さ

れ
た
顧
客
の
購
入
し
た
Ｘ
製
品
は
、
イ
ケ
ア
ス
ト
ア
で
購
入
さ
れ
る

こ
と
に
よ
り
Ｘ
の
フ
ラ
ン
チ
ャ
イ
ジ
ー
を
通
し
て
Ｘ
の
利
益
と
な
っ

て
い
る
の
で
あ
る
か
ら
、
Ｘ
に
つ
い
て
は
、
Ｙ
サ
イ
ト
に
よ
る
侵
害

行
為
が
な
か
っ
た
な
ら
ば
利
益
が
得
ら
れ
た
で
あ
ろ
う
と
い
う
事
情

等
損
害
の
発
生
の
基
礎
と
な
る
事
情
が
あ
る
と
認
め
る
こ
と
は
で
き

な
い
。」

　
「
商
標
法
三
八
条
二
項
、
不
正
競
争
防
止
法
五
条
二
項
に
い
う
損

害
の
額
は
認
め
ら
れ
な
い
。
そ
し
て
、
Ｘ
は
、
損
害
に
つ
い
て
他
に

主
張
も
立
証
も
し
な
い
か
ら
、
商
標
権
侵
害
又
は
不
正
競
争
に
よ
る

損
害
は
認
め
ら
れ
な
い
も
の
と
い
わ
ざ
る
を
得
な
い
。」

〔
研
　
究
〕

　

判
旨
の
結
論
に
賛
成
。
理
論
構
成
の
一
部
に
疑
問
。

一　

本
件
は
、
Ｘ
が
、
①
Ｙ
が
本
件
写
真
等
を
旧
ド
メ
イ
ン
名
又
は

新
ド
メ
イ
ン
名
を
使
用
し
た
Ｙ
サ
イ
ト
に
掲
載
し
た
こ
と
は
Ｘ
の
著

作
権
を
侵
害
し
、
②
Ｙ
が
Ｙ
各
標
章
を
Ｙ
サ
イ
ト
の
ｈ
ｔ
ｍ
ｌ
フ
ァ

イ
ル
の
タ
イ
ト
ル
タ
グ
、
メ
タ
タ
グ
と
し
て
使
用
し
た
こ
と
は
、
Ｘ

の
商
標
権
を
侵
害
し
、
ま
た
、
不
正
競
争
に
当
た
る
と
主
張
し
て
、

Ｙ
に
対
し
、
①
著
作
権
法
一
一
二
条
一
項
、
二
項
に
基
づ
き
、
Ｙ
各

写
真
の
一
部
及
び
Ｙ
各
文
章
等
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
へ
の
掲
載
の
差
止

め
、
こ
れ
ら
の
自
動
公
衆
送
信
及
び
送
信
可
能
化
の
差
止
め
並
び
に

こ
れ
ら
の
廃
棄
、
②
商
標
法
三
六
条
一
項
、
二
項
、
不
正
競
争
防
止

法
三
条
一
項
、
二
項
、
二
条
一
項
一
号
、
二
号
に
基
づ
き
、
Ｙ
サ
イ

ト
に
お
け
る
Ｙ
各
標
章
の
タ
イ
ト
ル
タ
グ
及
び
メ
タ
タ
グ
と
し
て
の

使
用
の
差
止
め
並
び
に
除
去
、
③
著
作
権
侵
害
及
び
商
標
権
侵
害
の

不
法
行
為
又
は
不
正
競
争
に
よ
る
損
害
賠
償
金
五
五
七
二
万
六
七
五

九
円
の
一
部
で
あ
る
一
三
七
三
万
七
〇
〇
〇
円
及
び
こ
れ
に
対
す
る

平
成
二
六
年
一
一
月
二
二
日
︵
同
月
一
七
日
付
け
訴
え
の
変
更
申
立

書
送
達
の
日
の
翌
日
︶
か
ら
支
払
済
み
ま
で
民
法
所
定
の
年
五
分
の

割
合
に
よ
る
遅
延
損
害
金
の
支
払
を
そ
れ
ぞ
れ
求
め
た
事
案
で
あ
る
。

　

Ｘ
は
通
信
販
売
を
行
っ
て
お
ら
ず
、
近
隣
に
Ｘ
の
店
舗
が
な
い
、

あ
る
い
は
時
間
の
都
合
に
よ
り
Ｘ
の
店
舗
ま
で
赴
く
こ
と
が
難
し
い

者
の
た
め
に
、
Ｙ
の
よ
う
に
、
Ｘ
製
品
の
購
入
代
行
を
行
う
業
者
は

少
な
く
な
い
。
Ｘ
に
と
っ
て
も
、
Ｙ
の
よ
う
な
購
入
代
行
業
者
も
ま
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た
、
Ｘ
の
店
舗
ま
で
来
店
し
た
上
で
製
品
を
定
価
で
購
入
し
て
も
ら

え
る
顧
客
で
あ
っ
て
、
本
件
に
お
い
て
も
購
入
代
行
業
の
存
在
自
体

を
Ｘ
は
否
定
し
て
い
な
い
。
Ｘ
が
訴
え
を
提
起
し
た
目
的
は
、
Ｘ
が

行
っ
て
い
な
い
通
信
販
売
を
あ
た
か
も
行
っ
て
い
る
か
の
よ
う
な
サ

イ
ト
の
開
設
を
認
め
た
く
な
い
と
い
う
点
に
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

　

本
件
に
お
い
て
は
、
Ｙ
は
本
人
訴
訟
で
あ
り
、
そ
の
主
張
の
法
的

な
理
論
構
成
の
未
熟
さ
も
窺
え
、
そ
れ
と
共
に
裁
判
所
も
そ
れ
ぞ
れ

の
争
点
に
つ
き
画
期
的
な
判
断
を
示
し
た
と
い
う
も
の
で
は
な
い
が
、

Ｙ
サ
イ
ト
上
の
写
真
の
掲
載
や
標
章
の
使
用
と
い
っ
た
知
的
財
産
法

の
分
野
が
中
心
と
な
り
な
が
ら
、
Ｙ
の
事
業
譲
渡
契
約
の
有
効
性
も

問
題
と
な
っ
て
お
り
、
論
点
が
非
常
に
広
範
囲
に
わ
た
る
と
い
う
点

で
稀
な
事
例
で
あ
っ
て
、
争
点
相
互
の
関
係
や
影
響
を
考
察
で
き
る

こ
と
は
重
要
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

二　

Ｙ
が
平
成
二
二
年
一
一
月
九
日
以
降
の
Ｙ
サ
イ
ト
の
運
営
に
関

す
る
責
任
を
負
う
か
と
い
う
争
点
一
に
つ
い
て
は
、
本
件
事
業
譲
渡

契
約
の
有
効
性
が
焦
点
と
な
っ
た
。

　

Ｘ
は
、
本
件
事
業
譲
渡
契
約
の
不
成
立
、
仮
に
成
立
し
た
と
し
て

も
通
謀
虚
偽
表
示
に
よ
る
無
効
、
さ
ら
に
法
人
格
の
濫
用
︵
法
人
格

否
認
の
法
理
︶
を
主
張
し
た
。
し
か
し
、
本
判
決
は
、
Ｘ
の
主
張
の

ど
の
理
論
構
成
も
採
ら
ず
、
ま
た
、︵
少
な
く
と
も
判
決
文
に
お
い

て
は
︶
両
当
事
者
の
ど
ち
ら
か
ら
も
主
張
さ
れ
て
い
な
い
信
義
則
を

用
い
て
、
本
件
事
業
譲
渡
契
約
が
あ
る
こ
と
を
Ｙ
は
Ｘ
に
対
し
主
張

す
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
述
べ
た
。

　

民
法
一
条
二
項
は
、「
権
利
の
行
使
及
び
義
務
の
履
行
は
、
信
義

に
従
い
誠
実
に
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。」
と
定
め
る
。
同
項
は
、

民
法
九
〇
条
が
、
公
序
良
俗
に
反
す
る
事
項
を
目
的
と
す
る
法
律
行

為
は
無
効
と
し
、
効
果
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
の
に
対
し
て
、
信
義

則
違
反
の
効
果
を
明
文
で
定
め
て
い
な
い
。
そ
の
た
め
、
い
ろ
い
ろ

な
場
面
で
信
義
則
が
用
い
ら
れ
、
そ
の
効
果
は
裁
判
所
に
よ
り
多
様

な
も
の
が
判
示
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
周
知
の
通
り
で
あ
る
。

　

Ｘ
と
Ｙ
と
の
間
で
Ｙ
サ
イ
ト
の
是
正
交
渉
を
行
い
、
念
書
に
署
名

押
印
し
て
、
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
名
等
に
お
い
て
「
Ｉ
Ｋ
Ｅ
Ａ
」
と
同
一

又
は
類
似
の
文
字
等
を
含
む
名
称
、
表
示
を
用
い
な
い
こ
と
、
Ｘ
が

著
作
権
を
有
す
る
Ｘ
製
品
の
画
像
等
の
使
用
を
中
止
す
る
こ
と
、
今

後
も
一
切
同
種
侵
害
行
為
を
行
わ
な
い
こ
と
等
を
約
束
し
た
に
も
か

か
わ
ら
ず
、
そ
の
後
、
本
件
事
業
譲
渡
契
約
を
締
結
し
、
そ
の
事
業

を
譲
り
受
け
た
会
社
の
実
体
が
な
い
と
い
う
本
件
事
実
か
ら
す
れ
ば
、

信
義
則
が
適
用
さ
れ
る
こ
と
を
否
定
す
る
理
由
は
見
当
た
ら
な
い
。

　

そ
の
一
方
で
、
本
判
決
は
、
ク
ラ
シ
ッ
ク
社
の
住
所
が
登
録
代
理

人
の
住
所
で
あ
る
こ
と
や
、
公
的
記
録
か
ら
ク
ラ
シ
ッ
ク
社
の
代
表

者
等
役
員
に
関
す
る
情
報
す
ら
判
明
し
な
か
っ
た
こ
と
を
理
由
に
、

本
件
に
法
人
格
否
認
の
法
理
は
当
て
は
ま
ら
な
い
と
す
る
Ｙ
の
主
張
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を
、
そ
の
前
提
を
欠
く
も
の
と
い
わ
ざ
る
を
得
な
い
と
し
て
退
け
た
。

し
た
が
っ
て
、
本
判
決
は
、
法
人
格
否
認
の
法
理
が
適
用
さ
れ
る
こ

と
を
否
定
し
て
い
な
い
。

　

法
人
格
否
認
の
法
理
に
関
す
る
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
ケ
ー
ス
の
一
つ
で

あ
る
最
高
裁
判
決
︵
最
判
昭
和
四
八
年
一
〇
月
二
六
日
民
集
二
七
巻

九
号
一
二
四
〇
頁
︶
は
、「
新
旧
両
会
社
は
商
号
の
み
な
ら
ず
そ
の

実
質
が
前
後
同
一
で
あ
り
、
新
会
社
の
設
立
は
、
被
上
告
人
に
対
す

る
旧
会
社
の
債
務
の
免
脱
を
目
的
と
し
て
な
さ
れ
た
会
社
制
度
の
濫

用
で
あ
る
と
い
う
べ
き
で
あ
る
か
ら
、
上
告
人
は
、
取
引
の
相
手
方

で
あ
る
被
上
告
人
に
対
し
、
信
義
則
上
、
上
告
人
が
旧
会
社
と
別
異

の
法
人
格
で
あ
る
こ
と
を
主
張
し
え
な
い
筋
合
に
あ
り
、
し
た
が
つ

て
、
上
告
人
は
前
記
自
白
が
事
実
に
反
す
る
も
の
と
し
て
、
こ
れ
を

撤
回
す
る
こ
と
が
で
き
ず
、
か
つ
、
旧
会
社
の
被
上
告
人
に
対
す
る

本
件
居
室
明
渡
、
延
滞
賃
料
支
払
等
の
債
務
に
つ
き
旧
会
社
と
な
ら

ん
で
責
任
を
負
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
判
示
し
て
い
る
。

　

本
件
事
実
と
照
ら
し
合
わ
せ
る
と
、
ク
ラ
シ
ッ
ク
社
の
実
体
が
な

く
、
本
件
事
業
譲
渡
契
約
締
結
後
も
Ｙ
が
Ｙ
サ
イ
ト
に
係
る
対
応
を

全
て
行
っ
て
き
た
の
で
あ
る
か
ら
、
本
件
事
業
譲
渡
契
約
は
Ｙ
の
Ｘ

に
対
す
る
約
束
を
反
故
に
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
締
結
さ
れ
た
も

の
で
あ
っ
て
、
信
義
則
上
、
Ｙ
は
Ｘ
に
対
し
、
ク
ラ
シ
ッ
ク
社
が
Ｙ

と
別
異
の
法
人
格
で
あ
る
と
主
張
で
き
ず
、
Ｘ
は
Ｙ
に
対
し
Ｙ
サ
イ

ト
の
運
営
に
関
す
る
責
任
を
追
及
で
き
る
と
理
解
す
る
こ
と
が
可
能

で
あ
る
。

　

本
判
決
は
、
明
確
な
形
で
は
述
べ
て
い
な
い
が
、
最
終
的
に
は
、

法
人
格
否
認
の
法
理
を
用
い
て
、
平
成
二
二
年
一
一
月
九
日
以
降
の

Ｙ
サ
イ
ト
の
運
営
に
関
す
る
責
任
を
負
う
の
は
Ｙ
で
あ
る
と
判
断
し

た
と
解
さ
れ
る
。

三　

Ｙ
が
本
件
写
真
等
を
Ｙ
サ
イ
ト
に
掲
載
し
た
こ
と
は
Ｘ
の
著
作

権
を
侵
害
す
る
か
が
問
題
と
な
っ
た
争
点
二
に
お
い
て
、
ま
ず
、
Ｘ

各
写
真
の
著
作
物
性
が
争
わ
れ
た
。
な
お
、
Ｘ
各
文
章
等
は
創
作
性

の
認
め
ら
れ
る
著
作
物
で
あ
る
と
事
実
と
し
て
認
め
ら
れ
て
い
る
。

　

本
判
決
は
、
Ｘ
各
写
真
が
、
い
ず
れ
も
、
被
写
体
の
影
が
な
く
、

背
景
が
白
で
あ
る
な
ど
の
特
徴
、
同
種
製
品
を
色
が
虹
を
想
起
せ
し

め
る
グ
ラ
デ
ー
シ
ョ
ン
と
な
る
よ
う
に
整
然
と
並
べ
る
な
ど
の
工
夫

や
、
マ
ッ
ト
等
を
ほ
ぼ
真
上
か
ら
撮
影
し
、
生
地
の
質
感
が
看
取
で

き
る
よ
う
に
し
た
撮
影
方
法
の
工
夫
に
よ
り
、
Ｘ
各
写
真
は
、
原
色

を
多
用
し
た
色
彩
豊
か
な
製
品
を
白
い
背
景
と
の
コ
ン
ト
ラ
ス
ト
の

中
で
鮮
や
か
に
浮
か
び
上
が
ら
せ
る
効
果
を
生
み
、
Ｘ
製
品
の
広
告

写
真
と
し
て
の
統
一
感
を
出
し
、
商
品
の
特
性
を
消
費
者
に
視
覚
的

に
伝
え
る
も
の
と
な
っ
て
い
る
と
し
て
、
Ｘ
各
写
真
の
著
作
物
性
を

認
め
た
。

　

著
作
物
と
は
、
思
想
又
は
感
情
を
創
作
的
に
表
現
し
た
も
の
︵
著



134

法学研究 88 巻 12 号（2015：12）

二
条
一
項
一
号
︶
で
あ
る
が
、
写
真
の
場
合
、
カ
メ
ラ
の
機
能
に
よ

り
、
絵
画
や
彫
刻
な
ど
と
比
較
す
れ
ば
、
個
人
の
技
量
が
占
め
る
部

分
が
小
さ
い
た
め
、
そ
の
著
作
物
性
が
問
題
と
な
る
こ
と
が
あ
る
。

　

シ
ッ
ク
ハ
ウ
ス
症
候
群
対
策
品
広
告
写
真
の
著
作
物
性
が
争
わ
れ

た
事
例
に
お
い
て
は
、「
被
写
体
の
組
合
せ
・
配
置
、
構
図
・
カ
メ

ラ
ア
ン
グ
ル
、
光
線
・
陰
影
、
背
景
等
に
そ
れ
な
り
の
独
自
性
が
表

れ
て
い
る
の
で
あ
る
か
ら
、
創
作
性
の
存
在
を
肯
定
す
る
こ
と
が
で

き
、
著
作
物
性
は
あ
る
」
と
さ
れ
た
︵
知
財
高
判
平
成
一
八
年
三
月

二
九
日
判
タ
一
二
三
四
号
二
九
五
頁
︶。

　

本
判
決
も
表
現
は
異
な
る
も
の
の
、
同
様
の
方
向
性
を
も
っ
て
著

作
物
性
を
認
め
て
い
る
と
解
さ
れ
、
こ
れ
ま
で
の
裁
判
例
を
踏
襲
し

て
い
る
と
理
解
さ
れ
る
。

　

た
だ
し
、
本
判
決
が
、
事
実
と
し
て
、
Ｘ
が
Ｘ
各
写
真
の
著
作
権

者
で
あ
る
と
認
め
て
い
た
こ
と
は
、
右
の
点
と
齟
齬
を
生
じ
さ
せ
て

い
る
。

　

著
作
権
の
発
生
は
、
著
作
物
の
創
作
時
で
あ
る
︵
著
五
一
条
一

項
︶。
つ
ま
り
、
著
作
権
者
と
な
る
た
め
に
は
、
そ
の
創
作
し
た
も

の
が
著
作
物
︵
著
二
条
一
項
一
号
︶
に
該
当
し
て
い
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。
そ
の
創
作
し
た
も
の
の
著
作
物
性
が
未
確
定
で
あ
る
な
ら
ば
、

そ
の
創
作
し
た
者
は
著
作
権
者
で
あ
る
か
ど
う
か
も
未
確
定
で
あ
る
。

　

Ｘ
各
写
真
の
著
作
物
性
が
争
わ
れ
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
事

実
と
し
て
、
Ｘ
が
Ｘ
各
写
真
の
著
作
権
者
で
あ
る
と
認
め
る
こ
と
は

で
き
な
い
は
ず
で
あ
る
。

　

次
に
問
題
と
な
っ
た
の
は
、
複
製
権
︵
著
二
一
条
︶、
公
衆
送
信

権
︵
著
二
三
条
︶、
翻
案
権
︵
著
二
七
条
︶
の
侵
害
の
有
無
で
あ
る
。

　

複
製
権
の
侵
害
に
つ
い
て
は
、
①
既
存
の
著
作
物
に
依
拠
し
た
こ

と
︵
以
下
「
依
拠
性
」
と
い
う
。︶、
②
そ
の
著
作
物
の
内
容
及
び
形

式
を
覚
知
さ
せ
る
も
の
を
再
製
す
る
こ
と
の
二
つ
で
あ
る
︵
最
判
昭

和
五
三
年
九
月
七
日
民
集
三
二
巻
六
号
一
一
四
五
頁
︶。
公
衆
送
信

権
侵
害
に
つ
い
て
も
、
他
人
の
著
作
物
を
公
衆
送
信
す
る
も
の
で
あ

る
か
ら
、
依
拠
性
要
件
を
満
た
す
必
要
が
あ
る
。
ま
た
、
翻
案
権
侵

害
に
つ
い
て
は
、
①
依
拠
性
、
②
そ
の
表
現
上
の
本
質
的
な
特
徴
の

同
一
性
を
保
持
し
つ
つ
、
具
体
的
表
現
に
修
正
、
増
減
、
変
更
等
を

加
え
て
、
新
た
に
思
想
又
は
感
情
を
創
作
的
に
表
現
す
る
こ
と
に
よ

り
、
こ
れ
に
接
す
る
者
が
既
存
の
著
作
物
の
表
現
上
の
本
質
的
な
特

徴
を
直
接
感
得
す
る
こ
と
の
で
き
る
別
の
著
作
物
を
創
作
す
る
こ
と

の
二
つ
が
必
要
で
あ
る
︵
最
判
平
成
一
三
年
六
月
二
八
日
民
集
五
五

巻
四
号
八
三
七
頁
︶。

　

Ｙ
各
写
真
が
Ｘ
各
写
真
と
同
一
で
あ
る
こ
と
、
Ｙ
各
文
章
等
が
Ｘ

各
文
章
等
と
同
一
、
あ
る
い
は
、
そ
の
表
現
上
の
本
質
的
な
特
徴
の

同
一
性
が
維
持
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
事
実
と
し
て
認
め
ら
れ
て
お
り
、

各
支
分
権
の
侵
害
に
つ
い
て
は
依
拠
性
の
あ
る
こ
と
が
示
さ
れ
な
け
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れ
ば
な
ら
な
い
。
し
か
し
、
本
判
決
は
、
Ｙ
各
写
真
は
Ｘ
各
写
真
と

同
一
で
あ
り
、
Ｙ
各
文
章
等
は
Ｘ
各
文
章
等
と
同
一
な
い
し
類
似
す

る
の
で
あ
る
と
い
う
こ
と
の
み
を
も
っ
て
、
本
件
写
真
等
を
Ｙ
サ
イ

ト
に
掲
載
す
る
こ
と
は
Ｘ
の
複
製
権
、
翻
案
権
及
び
公
衆
送
信
権
を

侵
害
す
る
と
述
べ
、
依
拠
性
に
言
及
し
て
い
な
い
。

　

確
か
に
、
Ｙ
は
、「
当
店
が
撮
影
し
た
画
像
を
使
用
す
る
よ
り
は
、

Ｉ
Ｋ
Ｅ
Ａ
様
が
撮
影
し
た
画
像
を
掲
載
し
説
明
し
た
ほ
う
が
、
商
品

の
状
態
等
が
し
っ
か
り
と
伝
わ
る
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
ネ
ッ
ト
で

の
通
信
販
売
と
い
う
性
質
上
、
お
客
様
は
画
像
で
全
て
を
判
断
い
た

し
ま
す
。
当
店
が
撮
影
し
た
画
像
で
は
Ｉ
Ｋ
Ｅ
Ａ
様
ほ
ど
鮮
明
に
綺

麗
に
商
品
を
撮
影
す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。」
と
述
べ
て
お
り
、

こ
れ
を
も
っ
て
依
拠
が
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
が
言
え
よ
う
。
し
か
し
、

本
判
決
は
、
こ
の
部
分
を
、
Ｘ
各
写
真
の
著
作
物
性
を
認
め
る
際
に

用
い
て
お
り
、
侵
害
の
場
面
で
は
触
れ
て
い
な
い
。
侵
害
を
認
め
る

に
あ
た
っ
て
も
、
Ｙ
が
Ｘ
の
著
作
物
に
依
拠
し
た
も
の
で
あ
っ
た
と

い
う
こ
と
を
明
確
に
述
べ
る
べ
き
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

四　

争
点
三
で
は
、
Ｙ
が
Ｙ
各
標
章
を
タ
イ
ト
ル
タ
グ
及
び
メ
タ
タ

グ
と
し
て
使
用
し
た
こ
と
が
Ｘ
の
商
標
権
を
侵
害
し
、
又
は
不
正
競

争
に
該
当
す
る
か
に
つ
い
て
争
わ
れ
た
。

　

商
標
権
者
は
、
指
定
商
品
又
は
指
定
役
務
に
つ
い
て
登
録
商
標
の

使
用
を
す
る
権
利
を
専
有
す
る
︵
い
わ
ゆ
る
専
用
権
。
商
標
二
六

条
︶。
し
た
が
っ
て
、
類
似
す
る
指
定
商
品
・
役
務
で
の
使
用
や
、

類
似
登
録
商
標
の
使
用
は
商
標
権
の
効
力
が
及
ば
な
い
。
し
か
し
、

そ
れ
で
は
、
ご
く
わ
ず
か
に
異
な
る
商
標
が
乱
立
す
る
こ
と
に
な
り
、

商
標
法
の
目
的
︵
商
標
一
条
︶
の
達
成
は
困
難
に
陥
る
こ
と
に
な
る
。

そ
こ
で
、
指
定
商
品
若
し
く
は
指
定
役
務
に
つ
い
て
の
登
録
商
標
に

類
似
す
る
商
標
の
使
用
又
は
指
定
商
品
若
し
く
は
指
定
役
務
に
類
似

す
る
商
品
若
し
く
は
役
務
に
つ
い
て
の
登
録
商
標
若
し
く
は
こ
れ
に

類
似
す
る
商
標
の
使
用
な
ど
も
商
標
権
の
侵
害
と
み
な
さ
れ
る
︵
い

わ
ゆ
る
禁
止
権
。
商
標
三
七
条
︶。

　

商
標
権
侵
害
に
つ
い
て
は
、
①
指
定
商
品
・
役
務
の
類
似
、
②
商

標
の
類
似
が
求
め
ら
れ
る
。
本
件
で
は
、
指
定
商
品
・
役
務
の
類
似

が
あ
る
こ
と
は
、
事
実
と
さ
れ
て
い
る
。

　

商
標
の
類
似
に
つ
い
て
は
、
商
品
の
出
所
に
つ
き
誤
認
混
同
を
生

ず
る
お
そ
れ
が
あ
る
か
否
か
に
よ
っ
て
決
せ
ら
れ
る
が
、
商
標
が
、

外
観
、
観
念
、
称
呼
等
に
よ
っ
て
取
引
者
に
与
え
る
印
象
、
記
憶
、

連
想
等
を
総
合
し
て
全
体
的
に
考
察
し
、
し
か
も
そ
の
取
引
の
実
情

を
明
ら
か
に
し
得
る
限
り
、
そ
の
具
体
的
な
取
引
状
況
に
基
づ
い
て

判
断
さ
れ
る
︵
最
判
昭
和
四
三
年
二
月
二
七
日
民
集
二
二
巻
二
号
三

九
九
頁
、
最
判
平
成
九
年
三
月
一
一
日
民
集
五
一
巻
三
号
一
〇
五
五

頁
︶。
そ
の
と
き
、
商
標
を
全
体
と
し
て
観
察
し
て
判
断
す
べ
き
で

あ
る
が
︵
全
体
観
察
︶、
特
に
注
意
を
引
き
強
い
印
象
を
与
え
る
部
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分
が
あ
る
と
き
、
そ
の
部
分
を
比
較
対
照
す
る
こ
と
に
よ
り
類
否
の

判
断
を
す
る
こ
と
︵
要
部
観
察
に
よ
る
判
断
︶
は
、
正
当
で
あ
る
と

さ
れ
て
い
る
︵
小
野
昌
延
編
『
注
解
商
標
法
【
新
版
】
下
巻
』
八
九

八
頁
〔
古
城
春
実
〕︶。

　

他
方
、
不
正
競
争
類
型
の
一
つ
で
あ
る
周
知
商
品
等
表
示
使
用
等

行
為
︵
不
正
競
争
二
条
一
項
一
号
︶
に
該
当
す
る
た
め
に
は
、
①
周

知
性
、
②
類
似
性
、
③
混
同
の
お
そ
れ
の
三
つ
の
要
件
を
満
た
す
こ

と
が
求
め
ら
れ
る
。
周
知
性
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
を
本
件
各
商
標
が

有
し
て
い
る
こ
と
は
事
実
と
し
て
認
め
ら
れ
て
い
る
。

　

類
似
性
が
認
め
ら
れ
る
に
は
、
取
引
の
実
情
の
下
、
取
引
者
又
は

需
要
者
が
両
表
示
の
外
観
、
称
呼
又
は
観
念
に
基
づ
く
印
象
、
記
憶
、

連
想
等
か
ら
両
者
を
全
体
的
に
類
似
の
も
の
と
し
て
受
け
取
る
お
そ

れ
が
あ
る
こ
と
が
必
要
で
あ
り
︵
最
判
昭
和
五
八
年
一
〇
月
七
日
民

集
三
七
巻
八
号
一
〇
八
二
頁
︶、
混
同
の
お
そ
れ
に
つ
い
て
は
、
同

一
営
業
主
体
と
し
て
誤
信
さ
せ
る
行
為
の
み
な
ら
ず
、
親
子
会
社
等

緊
密
な
営
業
上
の
関
係
等
が
あ
る
と
誤
信
さ
せ
る
場
合
も
含
む
と
さ

れ
て
い
る
︵
最
判
平
成
一
〇
年
九
月
一
〇
日
判
時
一
六
五
五
号
一
六

〇
頁
︶。

　

不
正
競
争
防
止
法
二
条
一
項
一
号
は
、
類
似
性
と
混
同
の
お
そ
れ

と
を
別
個
の
要
件
と
し
て
い
る
。
そ
の
た
め
、
こ
の
類
似
性
と
商
標

権
侵
害
に
お
け
る
類
似
性
と
は
同
一
の
も
の
で
は
な
い
。
確
か
に
、

商
標
法
上
の
商
標
は
商
品
等
表
示
に
含
ま
れ
︵
不
正
競
争
二
条
一
項

一
号
・
二
項
︶、
要
部
観
察
に
よ
り
Ｙ
各
標
章
は
本
件
各
商
標
と
類

似
す
る
と
さ
れ
た
が
、
類
似
性
の
内
容
が
異
な
る
以
上
、︵
同
じ
結

論
が
導
か
れ
る
こ
と
に
な
る
と
し
て
も
︶
両
法
の
類
似
性
を
そ
れ
ぞ

れ
別
個
に
検
討
し
な
く
て
も
よ
い
と
い
う
こ
と
に
は
な
ら
な
い
。
商

標
権
侵
害
と
不
正
競
争
防
止
法
違
反
と
を
、
そ
れ
ぞ
れ
個
別
に
要
件

を
満
た
す
か
検
討
す
べ
き
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

　

タ
イ
ト
ル
タ
グ
及
び
メ
タ
タ
グ
と
し
て
Ｙ
各
標
章
を
使
用
す
る
こ

と
に
つ
き
、
本
判
決
は
、
ｈ
ｔ
ｍ
ｌ
フ
ァ
イ
ル
に
メ
タ
タ
グ
な
い
し

タ
イ
ト
ル
タ
グ
を
記
載
す
る
こ
と
は
、
役
務
に
関
す
る
広
告
を
内
容

と
す
る
情
報
を
電
磁
的
方
法
に
よ
り
提
供
す
る
行
為
に
当
た
る
と
し

た
。

　

商
標
法
は
、
標
章
の
「
使
用
」
の
定
義
規
定
を
有
し
て
い
る
が

︵
商
標
二
条
三
項
︶、
本
判
決
が
述
べ
る
「
役
務
に
関
す
る
広
告
を
内

容
と
す
る
情
報
を
電
磁
的
方
法
に
よ
り
提
供
す
る
行
為
」
と
は
、

「
商
品
若
し
く
は
役
務
に
関
す
る
広
告
、
価
格
表
若
し
く
は
取
引
書

類
に
標
章
を
付
し
て
展
示
し
、
若
し
く
は
頒
布
し
、
又
は
こ
れ
ら
を

内
容
と
す
る
情
報
に
標
章
を
付
し
て
電
磁
的
方
法
に
よ
り
提
供
す
る

行
為
」
と
す
る
商
標
法
二
条
三
項
八
号
を
指
す
と
思
わ
れ
る
。
商
標

法
三
七
条
一
号
が
適
用
さ
れ
る
以
上
、「
使
用
」
に
該
当
し
な
い
行

為
で
あ
れ
ば
、
侵
害
と
み
な
さ
れ
な
い
の
で
あ
る
か
ら
、
ど
の
使
用
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類
型
に
該
当
す
る
の
か
を
明
記
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
ろ
う
。

　

ま
た
、
不
正
競
争
防
止
法
二
条
一
項
一
号
に
お
い
て
は
、「
電
気

通
信
回
線
を
通
じ
て
提
供
」
と
い
う
文
言
に
な
っ
て
お
り
、
商
標
法

二
条
三
項
八
号
の
「
使
用
」
の
定
義
と
は
同
一
で
は
な
い
。
類
似
性

に
関
し
て
既
述
し
た
の
と
同
様
、
仮
に
同
じ
結
論
が
導
か
れ
る
と
し

て
も
、
文
言
が
異
な
る
以
上
は
、
そ
れ
ぞ
れ
別
個
に
検
討
す
る
必
要

が
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

　

Ｙ
は
、
Ｙ
各
標
章
を
メ
タ
タ
グ
な
い
し
タ
イ
ト
ル
タ
グ
と
し
て
使

用
し
た
と
し
て
も
、
通
常
人
の
目
に
触
れ
る
も
の
で
は
な
い
か
ら
、

商
標
的
使
用
に
も
営
業
的
使
用
に
も
当
た
ら
な
い
と
主
張
し
た
が
、

本
判
決
は
、
Ｙ
各
標
章
は
、
ｈ
ｔ
ｍ
ｌ
フ
ァ
イ
ル
に
メ
タ
タ
グ
な
い

し
タ
イ
ト
ル
タ
グ
と
し
て
記
載
さ
れ
た
結
果
、
検
索
エ
ン
ジ
ン
の
検

索
結
果
に
お
い
て
、
Ｙ
サ
イ
ト
の
内
容
の
説
明
文
な
い
し
概
要
や

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
タ
イ
ト
ル
と
し
て
表
示
さ
れ
、
こ
れ
ら
が
Ｙ
サ
イ
ト

に
お
け
る
家
具
等
の
小
売
業
務
の
出
所
等
を
表
示
し
、
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
ユ
ー
ザ
ー
の
目
に
触
れ
る
こ
と
に
よ
り
、
顧
客
が
Ｙ
サ
イ
ト

に
ア
ク
セ
ス
す
る
よ
う
誘
引
す
る
の
で
あ
る
か
ら
、
メ
タ
タ
グ
な
い

し
タ
イ
ト
ル
タ
グ
と
し
て
の
使
用
は
、
商
標
的
使
用
に
当
た
る
と
い

う
こ
と
が
で
き
る
と
述
べ
、
Ｙ
の
主
張
を
退
け
た
。

　

タ
イ
ト
ル
タ
グ
と
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
タ
イ
ト
ル
を
つ
け
る
た

め
の
タ
グ
を
い
い
、
メ
タ
タ
グ
と
は
、
そ
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
関
す

る
メ
タ
情
報
を
指
定
し
て
、
ブ
ラ
ウ
ザ
や
検
索
ロ
ボ
ッ
ト
に
知
ら
せ

る
た
め
の
タ
グ
の
こ
と
で
あ
る
。

　

現
行
Ｙ
サ
イ
ト
の
ソ
ー
ス
コ
ー
ド
は
左
の
通
り
で
あ
る
が
︵
二
〇

一
五
年
五
月
三
〇
日
閲
覧
︶、
そ
の
四
行
目
に
タ
イ
ト
ル
タ
グ
が
、

五
行
目
以
降
に
メ
タ
タ
グ
が
記
載
さ
れ
て
い
る
。

<head>
<m
eta http-equiv="content-type" content="text/htm

l; 
charset=euc-jp" />
<
m
eta http-equiv=

"X
-U
A
-C
om
patible" content=

" 
IE=edge,chrom

e=1" />
<title>【

ST
O
RE】

O
N
LIN
E
通
販
</title>

<m
eta nam

e="K
eyw
ords" content="イ

ケ
ア
，通
販
，IK
EA
，

カ
タ
ロ
グ
，い
け
あ
，ikea，店

舗
，家
具
，港
北
，大
阪
，福
岡
" />

<
m
eta nam

e=
"D
escription" content=

"【
ST
O
R
E
】

O
N
LIN
E
通
販
で
す
｡
期
間
限
定
‼
最
大
１
万
円
割
引
ク
ー
ポ

ン
を
商
品
ご
購
入
者
様
、
全
員
に
プ
レ
ゼ
ン
ト
‼
カ
タ
ロ
グ
に
あ

る
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
製
輸
入
家
具
・
雑
貨
の
通
販
サ
イ
ト
で
す
。
ハ

イ
デ
ザ
イ
ン
と
機
能
性
を
兼
ね
そ
な
え
た
商
品
を
幅
広
く
揃
え
て

い
ま
す
。" />

※
Ｙ
サ
イ
ト
の
内
容
の
説
明
文
や
概
要
を
表
示
す
る
た
め
の
メ
タ
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タ
グ
がm

eta nam
e="D

escription" content="

で
あ
り
、

現
在
で
は
Ｙ
各
標
章
は
記
載
さ
れ
て
い
な
い
。

　

メ
タ
タ
グ
と
商
標
の
関
係
に
つ
い
て
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
普

及
に
伴
っ
て
、
問
題
と
な
っ
て
い
た
が
、
す
で
に
判
決
が
出
て
い
る
。

す
な
わ
ち
、「
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
に
開
設
す
る
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
に

お
い
て
ペ
ー
ジ
を
表
示
す
る
た
め
の
ｈ
ｔ
ｍ
ｌ
フ
ァ
イ
ル
に
、

『<m
eta nam

e="description" content="~">

』
と
記
載
す
る
の

は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
検
索
サ
イ
ト
に
お
い
て
、
当
該
ぺ
ー
ジ
の

説
明
と
し
て
、
上
記
『~

』
の
部
分
を
表
示
さ
せ
る
よ
う
に
す
る
た

め
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
。
…
…
一
般
に
、
事
業
者
が
、
そ
の
役
務

に
関
し
て
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
に
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
を
開
設
し
た
際
の

ペ
ー
ジ
の
表
示
は
、
そ
の
役
務
に
関
す
る
広
告
で
あ
る
と
い
う
こ
と

が
で
き
る
か
ら
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
検
索
サ
イ
ト
に
お
い
て
表
示

さ
れ
る
当
該
ペ
ー
ジ
の
説
明
に
つ
い
て
も
、
同
様
に
、
そ
の
役
務
に

関
す
る
広
告
で
あ
る
と
い
う
べ
き
で
あ
り
、
こ
れ
が
表
示
さ
れ
る
よ

う
に
ｈ
ｔ
ｍ
ｌ
フ
ァ
イ
ル
に
メ
タ
タ
グ
を
記
載
す
る
こ
と
は
、
役
務

に
関
す
る
広
告
を
内
容
と
す
る
情
報
を
電
磁
的
方
法
に
よ
り
提
供
す

る
行
為
に
あ
た
る
と
い
う
べ
き
で
あ
る
。」︵
大
阪
地
判
平
成
一
七
年

一
二
月
八
日
判
時
一
九
三
四
号
一
〇
九
頁
︶
と
判
示
さ
れ
、
本
判
決

も
同
様
の
考
え
方
に
立
っ
て
判
断
し
て
い
る
と
解
さ
れ
る
。

　

な
お
、
本
件
各
商
標
に
は
周
知
性
ば
か
り
で
な
く
著
名
性
も
あ
る

と
思
わ
れ
、
実
際
、
本
判
決
も
事
実
と
し
て
、
そ
の
こ
と
を
認
め
て

い
る
が
、
Ｘ
が
著
名
商
品
等
表
示
使
用
等
行
為
︵
不
正
競
争
二
条
一

項
二
号
︶
に
基
づ
く
主
張
を
し
な
か
っ
た
理
由
に
つ
い
て
は
明
ら
か

で
は
な
い
。
本
件
各
商
標
に
著
名
性
が
認
め
ら
れ
れ
ば
、
混
同
の
お

そ
れ
︵
不
正
競
争
二
条
一
項
一
号
︶
が
な
く
と
も
Ｙ
各
標
章
が
類
似

し
て
い
る
こ
と
を
も
っ
て
不
正
競
争
と
な
り
、
Ｘ
に
と
っ
て
は
有
利

と
な
る
か
ら
で
あ
る
。

五　

本
判
決
は
、
著
作
権
侵
害
に
よ
る
Ｙ
の
損
害
賠
償
責
任
を
認
め

た
が
、
商
標
権
侵
害
及
び
不
正
競
争
防
止
法
違
反
に
よ
る
Ｙ
の
損
害

賠
償
責
任
は
認
め
な
か
っ
た
。

　

著
作
権
法
は
、
侵
害
者
の
損
害
賠
償
責
任
を
定
め
た
規
定
を
有
さ

ず
、
民
法
七
〇
九
条
が
直
接
適
用
さ
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、
著
作
権

侵
害
に
よ
る
不
法
行
為
が
成
立
す
る
た
め
に
は
、
条
文
の
文
言
上
、

①
故
意
・
過
失
、
②
権
利
侵
害
、
③
損
害
、
④
相
当
因
果
関
係
の
四

つ
の
要
件
を
満
た
す
必
要
が
あ
る
。

　

故
意
・
過
失
に
つ
い
て
は
、
著
作
権
侵
害
の
要
件
と
し
て
依
拠
性

が
必
要
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
侵
害
が
認
め
ら
れ
る
と
い
う
こ
と
は
、

自
己
の
著
作
物
で
は
な
い
こ
と
を
知
っ
て
著
作
権
者
の
許
諾
な
く
著

作
物
を
利
用
し
て
い
る
の
で
あ
り
、
過
失
は
通
常
認
め
ら
れ
る
。
権

利
侵
害
に
つ
い
て
は
、
争
点
二
で
す
で
に
認
め
ら
れ
て
い
る
。
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損
害
に
つ
き
、
著
作
権
法
は
損
害
額
推
定
規
定
を
定
め
︵
著
一
一

四
条
︶、
権
利
者
の
損
害
額
の
立
証
責
任
を
軽
減
し
て
い
る
。
本
判

決
は
、
Ｘ
の
主
張
の
通
り
、
著
作
権
の
行
使
に
つ
き
受
け
る
べ
き
金

銭
の
額
に
相
当
す
る
額
の
損
害
を
認
め
た
が
、
こ
れ
は
著
作
権
法
一

一
四
条
三
項
を
適
用
し
た
も
の
で
あ
る
。

　

著
作
権
の
行
使
に
つ
き
受
け
る
べ
き
金
銭
の
額
と
は
、
い
わ
ゆ
る

ラ
イ
セ
ン
ス
料
を
念
頭
に
置
い
た
も
の
で
あ
り
、
当
事
者
の
主
張
を

参
酌
し
な
が
ら
、
裁
判
所
が
自
由
心
証
主
義
に
基
づ
い
て
額
を
決
め

る
の
が
通
常
で
あ
る
。

　

本
件
で
は
、
Ｘ
は
、
Ｘ
各
写
真
、
Ｘ
各
文
章
等
を
問
わ
ず
、
一
律

に
一
著
作
物
当
た
り
年
間
一
〇
〇
〇
円
で
あ
る
と
主
張
し
た
が
、
本

判
決
は
、
サ
イ
ト
事
業
に
お
い
て
極
め
て
重
要
な
も
の
で
あ
る
こ
と
、

創
作
性
の
程
度
、
Ｘ
の
請
求
額
、
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
に
お
け
る
デ
ー
タ

変
更
の
容
易
性
等
に
鑑
み
て
、
掲
載
期
間
に
か
か
わ
ら
ず
、
Ｘ
各
写

真
に
つ
き
一
著
作
物
当
た
り
一
〇
〇
〇
円
、
Ｘ
各
文
章
等
に
つ
き
一

著
作
物
当
た
り
三
〇
〇
〇
円
で
あ
る
と
判
示
し
た
。

　

Ｘ
各
写
真
と
Ｘ
各
文
章
等
と
で
金
額
的
に
三
倍
の
差
が
つ
い
た
が
、

そ
れ
は
、
前
者
の
創
作
性
の
程
度
が
比
較
的
低
く
、
後
者
の
創
作
性

の
程
度
が
比
較
的
高
い
と
い
う
違
い
が
理
由
に
な
っ
て
い
る
。
Ｘ
が

一
律
の
金
額
を
主
張
し
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
そ
れ
ぞ
れ
の
特
徴
を

検
討
し
て
差
を
つ
け
る
算
定
を
し
た
点
は
、
本
判
決
の
特
徴
で
あ
る
。

た
だ
し
、
創
作
性
の
高
低
に
よ
り
、
著
作
権
の
行
使
に
つ
き
受
け
る

べ
き
金
銭
の
額
が
変
化
す
る
と
な
る
と
、
Ｘ
各
写
真
と
Ｘ
各
文
章
等

の
そ
れ
ぞ
れ
の
中
の
著
作
物
相
互
に
つ
い
て
も
創
作
性
の
高
低
を
判

断
し
、
各
著
作
物
に
つ
い
て
金
額
を
算
定
す
べ
き
で
あ
る
と
い
う
結

論
が
導
か
れ
よ
う
。
ま
た
、
ラ
イ
セ
ン
ス
料
と
創
作
性
の
間
に
は
相

関
関
係
が
存
在
す
る
わ
け
で
は
な
い
。
創
作
性
が
高
く
な
く
と
も
、

イ
ン
パ
ク
ト
が
強
い
、
又
は
、
有
名
な
著
作
者
に
よ
る
著
作
物
で
あ

る
と
い
う
要
因
で
ラ
イ
セ
ン
ス
料
が
高
く
な
る
こ
と
も
あ
る
。
さ
ら

に
は
、
創
作
性
の
高
低
を
ど
の
よ
う
に
決
す
る
か
に
つ
い
て
は
、
一

般
的
基
準
を
定
め
る
こ
と
が
非
常
に
困
難
で
あ
る
。

　

本
件
に
お
い
て
は
、
Ｘ
各
写
真
と
Ｘ
各
文
章
等
と
い
う
比
較
的
グ

ル
ー
プ
化
が
容
易
な
事
例
で
あ
っ
た
た
め
、
本
判
決
の
よ
う
な
金
額

の
算
定
も
可
能
で
あ
っ
た
の
で
あ
り
、
こ
の
よ
う
な
算
定
方
法
を
一

般
化
す
べ
き
で
あ
る
と
述
べ
た
判
決
で
は
な
い
と
解
す
る
べ
き
で
あ

ろ
う
。

　

商
標
法
も
、
侵
害
者
の
損
害
賠
償
責
任
を
定
め
た
規
定
を
有
さ
ず
、

民
法
七
〇
九
条
が
適
用
さ
れ
る
。
不
正
競
争
防
止
法
は
、
そ
の
四
条

で
侵
害
者
の
損
害
賠
償
責
任
を
定
め
た
規
定
を
設
け
て
い
る
が
、
そ

の
要
件
は
民
法
七
〇
九
条
と
ほ
ぼ
同
様
で
あ
る
。

　

Ｘ
は
、
商
標
権
侵
害
及
び
不
正
競
争
防
止
法
違
反
に
よ
る
損
害
賠

償
額
に
つ
き
、
商
標
法
三
八
条
二
項
及
び
不
正
競
争
防
止
法
五
条
二
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項
の
適
用
を
主
張
し
た
。
両
者
と
も
、
侵
害
者
が
そ
の
侵
害
の
行
為

に
よ
り
利
益
を
受
け
て
い
る
と
き
に
、
そ
の
利
益
の
額
を
、
侵
害
さ

れ
た
者
が
受
け
た
損
害
の
額
と
推
定
す
る
規
定
で
あ
る
。
同
様
の
規

定
は
、
著
作
権
法
や
特
許
法
等
他
の
知
的
財
産
法
に
も
定
め
ら
れ
て

い
る
︵
著
一
一
四
条
二
項
、
特
一
〇
二
条
二
項
、
実
二
九
条
二
項
、

意
三
九
条
二
項
な
ど
︶。

　

特
許
法
の
事
案
で
あ
る
が
、
特
許
権
者
に
、
侵
害
者
に
よ
る
特
許

権
侵
害
行
為
が
な
か
っ
た
な
ら
ば
利
益
が
得
ら
れ
た
で
あ
ろ
う
と
い

う
事
情
が
存
在
す
る
場
合
に
は
、
特
許
法
一
〇
二
条
二
項
の
適
用
が

認
め
ら
れ
る
と
解
す
べ
き
で
あ
る
と
す
る
裁
判
例
が
あ
る
︵
知
財
高

判
平
成
二
五
年
二
月
一
日
判
時
二
一
七
九
号
三
六
頁
︶。
本
判
決
も
、

権
利
者
に
、
侵
害
行
為
が
な
か
っ
た
な
ら
ば
利
益
が
得
ら
れ
た
で
あ

ろ
う
と
い
う
事
情
等
損
害
の
発
生
の
基
礎
と
な
る
事
情
が
存
在
す
る

必
要
が
あ
る
と
解
さ
れ
る
と
述
べ
、
同
様
の
考
え
方
を
採
用
し
て
い

る
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
。

　

本
件
に
お
い
て
は
、
Ｙ
は
Ｘ
か
ら
正
規
の
Ｘ
製
品
を
定
価
で
購
入

し
て
い
る
の
で
あ
っ
て
、
Ｙ
各
標
章
の
Ｙ
サ
イ
ト
上
へ
の
掲
載
に
よ

る
侵
害
行
為
が
あ
っ
て
も
、
Ｘ
は
利
益
を
得
ら
れ
て
い
る
。
既
述
の

通
り
、
Ｘ
は
、
購
入
代
行
業
自
体
を
否
定
し
て
い
な
い
。
Ｙ
の
購
入

代
行
は
、
実
店
舗
を
訪
れ
る
時
間
の
な
い
、
あ
る
い
は
実
店
舗
自
体

が
な
い
地
域
に
住
む
顧
客
に
Ｘ
製
品
を
販
売
す
る
機
会
を
増
加
さ
せ

て
い
る
の
で
あ
り
、
通
信
販
売
を
行
っ
て
い
な
い
Ｘ
の
利
益
に
貢
献

し
て
い
る
と
も
評
価
で
き
よ
う
。

　

な
お
、
Ｘ
は
、
商
標
法
三
八
条
三
項
・
不
正
競
争
防
止
法
五
条
三

項
に
よ
る
使
用
料
相
当
額
の
賠
償
を
主
張
し
て
い
な
い
。
両
者
は
、

既
述
の
著
作
権
法
一
一
四
条
三
項
と
同
様
の
規
定
で
あ
る
。
Ｙ
の
購

入
代
行
が
Ｘ
の
利
益
に
貢
献
し
て
い
る
側
面
が
あ
る
と
し
て
も
、
Ｙ

各
標
章
の
Ｙ
サ
イ
ト
上
へ
の
掲
載
行
為
が
商
標
権
侵
害
及
び
不
正
競

争
防
止
法
違
反
で
あ
る
な
ら
ば
、
Ｘ
は
、
そ
の
登
録
商
標
及
び
商
品

等
表
示
の
使
用
に
対
し
受
け
る
べ
き
金
銭
の
額
に
相
当
す
る
額
の
金

銭
を
、
自
己
が
受
け
た
損
害
の
額
と
し
て
そ
の
賠
償
を
請
求
す
る
こ

と
が
で
き
、
お
そ
ら
く
、
そ
の
請
求
は
認
め
ら
れ
た
で
あ
ろ
う
。
本

判
決
が
「
Ｘ
は
、
損
害
に
つ
い
て
他
に
主
張
も
立
証
も
し
な
い
か
ら
、

商
標
権
侵
害
又
は
不
正
競
争
に
よ
る
損
害
は
認
め
ら
れ
な
い
も
の
と

い
わ
ざ
る
を
得
な
い
。」
と
述
べ
る
の
も
、
こ
の
点
を
念
頭
に
置
い

た
も
の
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

諏
訪
野
　
大


